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第 章 調査研究の概要 

 

調査研究の目的  

わ 国産業界 国内 場 縮 燃料費 昇 ネッ 通 代表 EC

ネ 大や 化 少子高齢化 展等 大 流通構造 わ

あ 国民 生活物資供給 責務 担う消費 流通 大 影響 及 省

ネ 化 阻害要因 懸念  

調査研究 消費 流通 業者 物流効率化 向 課 後 対応策

関 調査研究 行う 目的  

 

 

 

調査研究の内容 

調査 製 製造業 配 卸売業 売業 連携

ン効率化 実現 組 具体的 方策 検討 特 消費 物流

焦点 あ 部環境 変化や現状 商品供給 物流特性 整理

物流効率化や物流 環境 荷軽減 物流 点 効率化 納品条件 配

ッ や 等 や物流資材 共通化 標準化 効率的 情報連携等

課 調査 物流 最適化 阻害要因解消 方策 検討  

初 消費 流通 業者 商品供給 物流特性 部環境 変化 的 把握

うえ 消費 流通 業者 商品供給 物流 現状 課 整理 課 解決 方

向性 提示  

調査 以 3 構成  

調査 1)消費 流通 業者 商品供給 物流特性 部環境 変化  

調査 2)消費 流通 業者 商品供給 物流 現状 課  

調査 3)消費 流通 業者 物流効率化 向 課 解決 方向性  

 

 

 

調査研究の方法  

調査 文献調査 ン 調査 ン 調査 実施  

2.調査内容 調査方法 対応 以 通 あ  

 

調査内容  調査方法  

調査 1)消費 流通 業者 商品供給 物流特性 部環境 変化  文献調査  

 

調査 2)消費 流通 業者 商品供給 物流 現状 課  ン 調査  

文献調査  

調査 3)消費 流通 業者 物流効率化 向 課 解決 方向性  ン 調査  

文献調査  
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第 章 消費財流通事業者の商品供給 物流特性と外部環境の変化 

 

消費財流通事業者の商品供給 物流特性  

 

1.1 小売業の 売 在庫特性 

売業 売場面積 大 売 伸 売場効率

示 売場面積 1 ㎡あ 間商品 売 近 い 横 い あ  

売場効率 伸び悩 通常 在庫 増加 在庫回転日数 期

間 い 店舗 対 多頻度 口配 高い物流

在庫増加 至 い い 測  

 

 

 

飲食料品 売業  

 

薬品 化粧品 売業  

 

出所：経済産業省 商業統計調査  

図 2-1-1 小売業の年間商品 売 、商品手持 、売場面積の推移  

 

 

  



-3- 

 

飲食料品 売業  

 

薬品 化粧品 売業  

 

出所：経済産業省 商業統計調査  

図 2-1-2 小売業の在庫日数と売場効率の推移  
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1.2 卸売業、製造業の出荷 在庫特性 

卸売業 製造業 出荷 ッ 数 比較 製造業 方 大 卸売業 均

配 件数 1 件あ 1 ン 満 い い  

出荷 ッ 数 変化 20 縮 傾向 い 水準 横

い あ 売業 対 配 ッ 口化 流 卸売業や製造業 出荷

ッ 口化 影響 え い 測  

出荷 ッ 口化 在庫水準 通常 昇 在庫回転日数

横 い 移 い 口化 伴い 在庫 厳格 調整 管理 入出荷

輸配 多頻度化 い 状況 あ  

 

 

 

食料品関 製造業 卸売業  

 

日用品関 製造業 卸売業  

 

※在庫 定義 各期間 異 1994 度 1999 度 商品 製品 半製品 掛品 原

材料等 在庫高 合計 2000 度 2005 度 製品 商品 在庫高 合計 2006

度以降 製品 商品 掛品 原材料 貯蔵品 在庫高 合計 あ  

出所：国土交通省 国 物純流動調査 物流 ン 経済産業省 企業活動基 調査  

図 2-1-3 卸売業と製造業の出荷ロットと在庫日数の推移  
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1.3 流通取引の段階数 

消費 流通 生産 消費者 売 主 製造業 卸売業 売業 層

成 立 い 物流 点 観点 製造業 工場 物流 ン 地

域 物流 ン あ 卸売業 自社物流 ン 店等 物流 ン

売業 物流 ン 店舗 在 い う 多段階 い  

流通 多段階性 表 ／ 比率 傾向 あ 依然 製造業 卸売業

売業 層 基 構造 い 確認  

う 流通構造 物流 段階数 商物 製造業 売業 直接

配 あ 商 引 層以 物流 点 多い 多段階

い 測  

 

 

 

 

※ ／ 比率 卸売業全体 売 産業用並び 輸出関連 売 除 売

業全体 売 除 数 あ  

出所：経済産業省 商業統計調査  

図 2-1-4 Ｗ Ｒ比率の推移  
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消費財流通事業者の商品供給 物流に係る外部環境の変化  

 

2.1 消費市場の変化 

総務省 国勢調査 結果 わ 国 総人口 直近 2010 増加 い

消費者 商品購買単 関 一世 あ 人員数 減少傾向 あ

国立社会保 人口問 研究所 計 総人口 後減少 一

世 あ 人員数 2 人 近 い い  

消費者 商品購買単 縮 購買先 店舗等 配 一層 口化

能性 あ  

 

 

 

 

出所：総務省統計局 国勢調査報告 国立社会保 人口問 研究所 日 将来 計人口

成 24 1 計 [出生中 (死亡中 )] 計値 び 日 世 数 将来 計 (全国 計 ) (2013(

成 25) 1 計 )  

図 2-2-1 人口 世帯数 世帯あた 人員の推移  
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2.2 物流事業者の変化 

ッ 運 業者数 2007 度 増加 後 横 い あ

近 ッ 保 数 減少 始 い ッ 運 業者

経営環境 厳 い いえ  

人材面 ッ 運 業者 就業者数 横 い 移

高齢化 い 後 ッ 輸 担い手 一層少 い 想

定  

荷主 あ 消費 流通 業者 従来 う 配車手配や過剰 荷役作業 物流 業

者 対 要請 恐 あ  

 

 

 

 
出所：国土交通省 物自動車運 業者数     ※ 含  

http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha04_hh_000064.html  出所：国土交通省 自動車輸 統計 報  

図 2-2-2 物自動車運送事業者数とトラック保有台数の推移  

 

 

表 2-2-2 道路 物運送業者の就業者数の推移  

 

※各 数値 数値 単純 均値 あ  

※2011 東日 大震災 影響 47 都 府県結果 集計 い い  

出所：総務省 労働力調査  

 

 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
全体 184 180 177 186 185 183 185 181 ― 182 187 185

うち 輸送 機械運転従事者
年以前 運輸 通信 従事者

85 79 78 83 82 79 79 78 ― 83 84 83

単 ：万人



-8- 

 

 

※2011 東日 大震災 影響 47 都 府県結果 集計 い い  

出所：総務省 労働力調査  

図 2-2-3 道路 物運送業の年代別就業者数の構成比の推移  
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第 章 消費財流通事業者の商品供給 物流に関する課題認識 

 

章 ン 調査結果 基 い 消費 流通 業者 商品供給 物流 関

課 認識 明  

ン 調査 製造業 卸売業 売業 対 実施 調査内容 物流効

率化 関 輸配 在庫 物流 点 物流標準化 情報連携 5 い 現在

問 後 5 以内 問 後 5 以内 組意向 関 回答 求  

ン 調査 実施概要 回答者 概要 以 通 あ  

 

 

 

表 0-1 アンケ ト調査の実施概要  

ン  消費 流通業界 物流効率化 向 課 後 対応策

関 ン 調査 

実施時期 成 26 11 12 3 間 

対象企業 一般家庭用 食料品 日用雑 扱う製造業 卸売業

売業 株式会社 ン 社 ン  D-VISION 

株式会社石鹸新報社 成 26 度 全国日用品 化粧

品業界 鑑 株式会社流通企画 加工食品 菓子卸売業 鑑 

2013 版 酒類卸売業 鑑 2014 版 2014 食品

ッ 鑑 全国版 CVS ッ 鑑 2014 版 全国

ッ 鑑 2014 版  

調査方法 郵 法 一部 Web 回答 含  

数 4,184 社 

回 数 率  918 社 21.9％  

効回答数 率  891 社 21.3％  
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表 0-2 アンケ ト調査の回答者の概要  

 

 

  

製造業 卸売業 小売業
203 379 309

億 未満 24% 52% 億 未満 15%

億 以 億 未満 29% 25% 億 以 億 未満 22%

億 以 億 未満 11% 8% 億 以 億 未満 14%

億 以 億 未満 14% 7% 億 以 億 未満 21%

億 以 億 未満 5% 2% 億 以 億 未満 9%

億 以 億 未満 4% 2% 億 以 億 未満 8%

億 以 億 未満 7% 1% 億 以 億 未満 5%

億 以 億 未満 2% - 億 以 億 未満 2%

億 以 兆 未満 1% 1% 億 以 兆 未満 1%

兆 以 2% 1% 兆 以 1%

無回答 0% 1% 無回答 2%

加工食品 常温 26% 13% 総合ス パ 7%

菓子 常温 10% 10% 食料品ス パ 55%

飲料 常温 3% 3% コンビニエンスス 4%

酒類 10% 34% ッ ス 13%

食品 日配品 惣菜含 16% 2% セン 4%

冷凍食品 冷凍菓子 2% 3% スカウン ス 1%

日用雑 12% 25% 生協 農協 10%

家庭用品 7% 3% 専門店 2%

化粧品 5% 1% そ 3%

医療用医薬品 調剤 - - 無回答 2%

一般用医薬品 OTC 1% 1% ～ 店舗 29%

そ 5% 2% ～ 店舗 17%

無回答 2% 2% ～ 店舗 15%

所 15% 25% ～ 店舗 8%

～ 所 53% 61% ～ 店舗 8%

～ 所 15% 6% ～ 店舗 9%

～ 所 10% 3% 店舗以 11%

～ 所 1% 1% 無回答 3%

～ 所 3% 1% 所 38%

～ 所 1% 0% 所 27%

所以 - 1% ～ 所 19%

無回答 0% 2% ～ 所 5%

所 2% ～ 所 2%

所 38% 所以 5%

～ 所 33% 無回答 4%

～ 所 11%

～ 所 6%

所以 8%

無回答 0%

有効回答数 有効回答数

国 一般家庭
用商品売 高

年度

国 一般家庭
用商品売 高

年度

国 一般家庭
用商品 うち
売 高規模 最

大 い商品群

展開 小売
業態 うち
最 売 高 高
い業態

店舗数
現在

物流セン
物流 点 数
現在

小売業専用物
流セン 数
現在

工場 数
現在
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輸配送に関する課題 

 

1.1 製造業の輸配送に関する課題 

製造業 輸配 関 現在 大 問 配 ッ 運賃 昇

配 ッ 数 確保 回答率 高い 主

輸配 委 物流 業者 間 あ  

問 後 5 以内 大 問 回答率 あ 後

物流 業者 間 問 解消 組 視  

点政策 実施 い 対 回答率 組 輸配 関

注 減 い 納品後 便 空車 効 活用

社 共 配 実施 配 ッ 実車率や積載率

向 資 組 あ  

方 製配 連携 組 売先 輸配 頻度 削減／輸配 ッ

大 要請 輸配 効率化 売先 納品時間制約 和 要請

輸配 効率化 回答率 先 配 ッ 関 組 様 あ  

製造業 輸配 関 課 配 ッ 運賃 昇や 数 確保 関

物流 業者 間 問 解消 組 実施 あ 具体的 配

ッ 実車率や積載率 向 資 組 あ 売先 納品先 連携

輸配 頻度／ ッ や納品時間 納品条件 見直 必要 あ  

 

 

 

表 1-1-1 製造業の輸配送に関する現在の問題意識 n=203  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

配送 ッ 運賃 昇 こ 39% 89%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 34% 69%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 28% 75%

長距離 輸配送を行い くく こ 23% 59%

納品時 待機時間 長く こ 22% 64%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 21% 64%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 20% 64%

輸配送時 汚破損 増加 こ 18% 54%

配送 ッ 小さく こ 17% 65%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 16% 53%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 16% 53%

配送 ッ 輸配送効率 こ 15% 60%

納品 短く こ 15% 58%

配送 ッ 積載率 こ 15% 56%

配送 ッ 回転数 こ 10% 44%

現在
容

89%
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表 1-1-2 製造業の輸配送に関する今後の問題意識 n=203  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 1-1-3 製造業の輸配送に関する今後の取組意向 n=203  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重大 問題 問題 ※
配送 ッ 運賃 昇 こ 66% 95%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 58% 80%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 45% 84%

長距離 輸配送を行い くく こ 38% 72%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 38% 76%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 37% 80%

納品時 待機時間 長く こ 33% 76%

配送 ッ 小さく こ 32% 74%

配送 ッ 輸配送効率 こ 30% 75%

納品 短く こ 29% 68%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 27% 69%

配送 ッ 積載率 こ 26% 73%

輸配送時 汚破損 増加 こ 25% 65%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 24% 69%

配送 ッ 回転数 こ 18% 68%

今後 年以
容

95%

重点政策 し
実施したい

実施したい※

輸配送 関 外注コス を 減 こ 30% 77%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 26% 61%

社 共同配送を実施 こ 26% 59%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 18% 68%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 18% 67%

大型 ッ 配送量を 大 こ 16% 58%

鉄 へ シフ を推進 こ 16% 47%

貴社 直接配送 先 点 を絞 込 こ 13% 50%

船舶へ シフ を推進 こ 10% 35%

売先 引取物流 対応 こ 9% 41%

製配 連携 取組
売先 輸配送頻度 削減／輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 32% 73%

売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 31% 77%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 25% 76%

貴社工場 直送を 大 こ 16% 51%

貴社 小売業物流セン へ 直送を 大 こ 10% 47%

貴社 店舗へ 直送を 大 こ 3% 23%

今後 年以
容
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1.2 卸売業の輸配送に関する課題 

卸売業 輸配 関 現在 大 問 対 売先 中心 配 ッ

運賃 昇 輸配 物 対 燃料使用 増加 回答

率 高い 主 売先 対 輸配 委 物流 業者 間 あ  

問 後 5 以内 大 問 回答率 あ 後

物流 業者 間 問 解消 組 視  

点政策 実施 い 対 回答率 組 輸配 関

注 減 い 納品後 便 空車 効 活用

社 共 配 実施 配 ッ 実車率や積載率

向 資 組 あ  

方 製配 連携 組 売先 輸配 頻度 削減／輸配 ッ

大 要請 輸配 効率化 売先 納品時間制約 和 要請

輸配 効率化 回答率 先 配 ッ 関 組 回 い  

卸売業 輸配 関 課 売先 対 輸配 中心 配 ッ 運

賃 昇や 数 確保 関 物流 業者 間 問 解消 組 実施

あ 具体的 配 ッ 実車率や積載率 向 資 組 あ

売先 納品先 連携 輸配 頻度／ ッ や納品時間 納品条件 見直

必要 あ  

 

 

 

表 1-2-1 卸売業の輸配送に関する現在の問題意識 n=379  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対 売先
配送 ッ 運賃 昇 こ 32% 73%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 30% 79%

配送 ッ 小さく こ 23% 68%

配送 ッ 輸配送効率 こ 19% 66%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 19% 58%

配送 ッ 積載率 こ 17% 59%

納品 短く こ 16% 57%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 14% 44%

配送 ッ 回転数 こ 13% 52%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 13% 44%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 13% 47%

納品時 待機時間 長く こ 12% 41%

長距離 輸配送を行い くく こ 10% 39%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 8% 37%

輸配送時 汚破損 増加 こ 8% 28%

対 入先
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 15% 50%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 13% 50%

災害 っ 安定した商品調 く こ 13% 45%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 11% 42%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 9% 37%

輸配送時 汚破損 増加 こ 9% 31%

現在
容
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表 1-2-2 卸売業の輸配送に関する今後の問題意識 n=379  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 1-2-3 卸売業の輸配送に関する今後の取組意向 n=379  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重大 問題 問題 ※
対 売先

配送 ッ 運賃 昇 こ 46% 83%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 44% 85%

配送 ッ 小さく こ 33% 75%

配送 ッ 輸配送効率 こ 29% 77%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 28% 73%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 28% 63%

配送 ッ 積載率 こ 27% 71%

納品 短く こ 27% 66%

配送 ッ 回転数 こ 24% 65%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 24% 64%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 21% 58%

納品時 待機時間 長く こ 20% 56%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 17% 60%

長距離 輸配送を行い くく こ 15% 53%

輸配送時 汚破損 増加 こ 12% 39%

対 入先
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 26% 68%

災害 っ 安定した商品調 く こ 23% 66%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 20% 67%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 20% 60%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 15% 56%

輸配送時 汚破損 増加 こ 14% 44%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対 売先
輸配送 関 外注コス を 減 こ 10% 47%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 10% 47%

社 共同配送を実施 こ 8% 44%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 5% 48%

売先 引取物流 対応 こ 4% 39%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 4% 39%

大型 ッ 配送量を 大 こ 3% 19%

鉄 へ シフ を推進 こ 0% 5%

船舶へ シフ を推進 こ 0% 4%

対 入先
大型 ッ 納品量を 大 こ 6% 28%

入先 対し 引取物流を実施 こ 4% 26%

製配 連携 取組
売先 輸配送頻度 削減／ 輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 18% 66%

売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 17% 65%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 16% 61%

カ 店舗へ 直送を 大し うこ 12% 58%

カ 工場 貴社へ 直送を 大 こ 12% 58%

カ 小売業物流セン へ 直送を 大し うこ 11% 57%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 10% 55%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 8% 50%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 8% 49%

今後 年以
容
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1.3 小売業の輸配送に関する課題 

売業 店舗 輸配 関 現在 大 問 回答率 最 高い 納品

ッ 運賃 委 配 費 昇 あ 問 後 5 以内

大 問 回答率 最 高 後 配 ッ 運賃 昇 関 問

解消 組 視  

専用物流 ン 輸配 い 現在 大 問 災害 安

定 商品調 回答率 最 高い 後 5 以内

入先 納品 ッ 運賃 昇 入先 納品 ッ 数 確

保 方 店舗 対 配 様 納品 ッ

関 問 解消 組 視  

店舗 輸配 関 点政策 実施 い 回答率 組

配 関 注 減 い 納品後 便 空車

効 活用 あ 配 ッ 実車率 向 資 組 あ  

専用物流 ン 輸配 関 点政策 実施 い 回答率

組 入先 対 引 物流 実施 大型 ッ 納品

大 あ 配 ッ 実車率や積載率 向 資 組 あ  

方 製配 連携 組 貴社物流 ン 直接納

品 大 工場 直接調 大 回答率 高い

実施 い 含 合計回答率 入先 納品 和

輸配 効率化 半数 回 高い  

売業 輸配 関 課 対店舗 対専用物流 ン 配 ッ

運賃 昇 関 問 解消 組 実施 あ 具体的 配

ッ 実車率や積載率 向 資 組 あ 入先 連携 物流段階

削減や納品条件 見直 必要 あ  

 

 

 

表 1-3-1 小売業の輸配送に関する現在の問題意識 

対店舗 n=309 対専用物流セン n=179  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対店舗
納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 15% 55%

災害 っ 安定した商品調 く こ 11% 39%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 10% 38%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 8% 34%

納品 ッ 輸配送効率 こ 6% 36%

配送時 汚破損 増加 こ 6% 21%

対専用物流セン
災害 っ 安定した商品調 く こ 13% 44%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 8% 43%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 8% 37%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 7% 41%

輸配送時 汚破損 増加 こ 7% 27%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 4% 32%

現在
容
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表 1-3-2 小売業の輸配送に関する今後の問題意識 

対店舗 n=309 対専用物流セン n=179  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 1-3-3 小売業の輸配送に関する今後の取組意向 

対店舗 n=309 対専用物流セン n=179 製配 連携による取組 n=309  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

  

重大 問題 問題 ※
対店舗

納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 38% 79%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 27% 62%

災害 っ 安定した商品調 く こ 21% 64%

納品 ッ 輸配送効率 こ 18% 63%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 18% 62%

配送時 汚破損 増加 こ 9% 42%

対専用物流セン
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 35% 79%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 26% 71%

災害 っ 安定した商品調 く こ 23% 70%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 19% 68%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 17% 65%

輸配送時 汚破損 増加 こ 12% 48%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対店舗
配送 関 外注コス を 減 こ 18% 65%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 15% 60%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 12% 60%

社 共同配送を実施 こ 9% 41%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 7% 60%

対専用物流セン
入先 対し 引取物流を実施 こ 9% 53%

大型 ッ 納品量を 大 こ 8% 45%

鉄 へ シフ を推進 こ 2% 12%

船舶へ シフ を推進 こ 1% 8%

製配 連携 取組
カ 貴社物流セン へ 直接納品を 大 こ 13% 55%

カ 工場 直接調 を 大 こ 13% 47%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 6% 51%

カ 店舗へ 直接納品を 大 こ 5% 27%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 4% 42%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 4% 43%

今後 年以
容
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在庫に関する課題 

 

2.1 製造業の在庫に関する課題 

製造業 在庫 関 現在 大 問 回答率 高い 需要予測 実績

乖 増大 在庫 保管 昇 在庫 保管

確保 あ 3 問 後 5 以内 大 問

回答率 あ 後 問 解消 組 視  

点政策 実施 い 回答率 組 廃棄 率 削減

在庫回転数 向 需要予測 精度 向 あ  

製造業 在庫 関 課 需要予測 精度 向 や在庫基準 見直 あ  

 

 

表 2-1-1 製造業の在庫に関する現在の問題意識 n=203  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 2-1-2 製造業の在庫に関する今後の問題意識 n=203  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 2-1-3 製造業の在庫に関する今後の取組意向 n=203  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

需要予測 実績 乖離 増大 こ 23% 72%

在庫 保管コス 昇 こ 22% 69%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 22% 69%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 17% 70%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 11% 59%

返品処理コス 昇 こ 10% 51%

売先 返品量 増加 こ 9% 46%

現在
容

重大 問題 問題 ※
在庫 保管コス 昇 こ 41% 81%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 37% 78%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 32% 80%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 30% 78%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 20% 71%

返品処理コス 昇 こ 18% 64%

売先 返品量 増加 こ 18% 59%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

廃棄 ス率を削減 こ 45% 88%

在庫回転数を向 さ こ 44% 85%

需要予測 精度を向 さ こ 42% 86%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 33% 82%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 25% 78%

売商品 サビ を確立 こ 25% 76%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 9% 44%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 6% 45%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 24% 72%

今後 年以
容



-18- 

 

2.2 卸売業の在庫に関する課題 

卸売業 在庫 関 現在 大 問 回答率 高い 商品品目数 増加

在庫効率 商品 短縮化 在庫効率

あ 問 後 5 以内 大 問 回答率 あ

後 問 解消 組 視  

点政策 実施 い 回答率 組 在庫回転数 向

廃棄 率 削減 あ  

卸売業 在庫 関 課 商品品目数 増加や商品 短縮化

在庫効率 抑制 組 実施 あ  

 

 

 

表 2-2-1 卸売業の在庫に関する現在の問題意識 n=379  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 2-2-2 卸売業の在庫に関する今後の問題意識 n=379  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 2-2-3 卸売業の在庫に関する今後の取組意向 n=379  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計   

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

商品品目数 増加し在庫効率 こ 22% 71%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 17% 70%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 16% 53%

在庫 保管コス 昇 こ 15% 53%

返品処理コス 昇 こ 14% 48%

売先 返品量 増加 こ 13% 46%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 12% 56%

現在
容

重大 問題 問題 ※
商品品目数 増加し在庫効率 こ 36% 78%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 31% 77%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 27% 63%

在庫 保管コス 昇 こ 25% 67%

返品処理コス 昇 こ 22% 60%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 22% 67%

売先 返品量 増加 こ 21% 56%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 37% 89%

廃棄 ス率を削減 こ 32% 87%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 25% 72%

需要予測 精度を向 さ こ 20% 78%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 6% 44%

サビ 確立を カ 要請 こ 5% 40%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 5% 30%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 3% 32%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 21% 69%

入先へ 返品率を削減 こ 11% 61%

今後 年以
容

89%
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2.3 小売業の在庫に関する課題 

売業 在庫 関 問 品揃え品目数 増加 在庫効率

需要予測 実績 乖 増大 商品 短縮化

在庫効率 3 い 回答 求 現在 大 問

い 後 5 以内 大 問 回答率 3 問 様 あ

 

問 い 含 合計回答率 現在 需要予測 実績

乖 増大 回答 半数 最 高 後 5 以内 い 最 高い  

点政策 実施 い 回答率 需要予測 精度 向

在庫回転数 向 廃棄 率 削減 い 高い  

売業 在庫 関 課 在庫回転数 向 や廃棄 削減 向 組

実施 あ 特 需要予測 精度 向 あ  

 

 

 

表 2-3-1 小売業の在庫に関する現在の問題意識 n=309  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 2-3-2 小売業の在庫に関する今後の問題意識 n=309  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 2-3-3 小売業の在庫に関する今後の取組意向 n=309  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 7% 46%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 7% 41%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 7% 49%

現在
容

重大 問題 問題 ※
品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 18% 59%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 17% 62%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 16% 57%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 32% 81%

廃棄 ス率を削減 こ 31% 81%

需要予測 精度を向 さ こ 28% 77%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 23% 69%

災害時 備え 商品調 を代替 補完 体制を構築 こ 13% 68%

サビ 確立を カ 要請 こ 7% 55%

製配 連携 取組
入先へ 返品率を削減 こ 10% 61%

今後 年以
容
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物流 点に関する課題 

 

3.1 製造業の物流 点に関する課題 

製造業 物流 点 関 現在 大 問 物流 ン 支払 担

増大 回答率 最 高い 自社 物流 点 関 物流 ン 委

運営費 昇 あ 問 後 5 以内 大 問

回答率 最 高い  

点政策 実施 い 回答率 組 物流 点 集約化 在

庫効率 点運用効率 高 物流 点 社 共 利用 あ  

物流 点 庫内作業 関 問 い 物流 点内 作業人員 確保

い 現在 大 問 い 後 5 以内 大 問

回答率 最 高い  

製造業 物流 点 関 課 運営委 費 昇や作業人員 確保 関 問

対 物流 点 運用効率 高 あ  

 

 

 

表 3-1-1 製造業の物流 点に関する現在の問題意識 n=203  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-1-2 製造業の物流 点に関する今後の問題意識 n=203  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 22% 58%

物流セン 委託運営費 昇 こ 20% 58%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 14% 49%

物流 点 新設コス 昇 こ 12% 42%

物流 点 稼働率 こ 3% 33%

現在
容

重大 問題 問題 ※
物流セン 委託運営費 昇 こ 35% 74%

物流セン フ 支払負担 増大 こ 35% 74%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 30% 73%

物流 点 新設コス 昇 こ 23% 60%

物流 点 稼働率 こ 12% 54%

容
今後 年以
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表 3-1-3 製造業の物流 点に関する今後の取組意向 n=203  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

表 3-1-4 製造業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=203  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-1-5 製造業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=203  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 19% 55%

物流 点を 社 共同利用 こ 19% 52%

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 16% 65%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 15% 66%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 12% 49%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 9% 38%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 6% 46%

製配 連携 取組
貴社 物流 点を減 し 物流機能を卸売業 代替し うこ 4% 35%

今後 年以
容

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人員を確保 いこ 17% 51%

物流 点 作業人件費 昇 こ 15% 54%

物流 点 作業効率 こ 9% 51%

現在
容

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人員を確保 いこ 37% 74%

物流 点 作業人件費 昇 こ 32% 78%

物流 点 作業効率 こ 23% 70%

容
今後 年以
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3.2 卸売業の物流 点に関する課題 

卸売業 物流 点 関 大 問 現在 後 5 以内 物流 ン

支払 担 増大 回答率 最 高い い 高い 自社 物流

点 関 物流 ン 委 運営費 昇 あ  

点政策 実施 い 回答率 組 物流 点 電力

燃料等使用 削減 物流 点 集約化 在庫効率 点運用効率 高

あ  

物流 点 庫内作業 関 問 い 現在 後 5 以内 物流 点

内 作業人件費 昇 回答率 最 高い  

卸売業 物流 点 関 課 運営委 費 昇や作業人件費 昇 関 問

対 電力 燃料等使用 削減 含 物流 点 運用効率 高 あ  

 

 

 

表 3-2-1 卸売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=379  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-2-2 卸売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=379  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 3-2-3 卸売業の物流 点に関する今後の取組意向 n=379  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 22% 52%

物流セン 委託運営費 昇 こ 16% 46%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 15% 55%

物流 点 稼働率 こ 9% 44%

物流 点 新設コス 昇 こ 9% 33%

現在
容

重大 問題 問題 ※
物流セン フ 支払負担 増大 こ 32% 62%

物流セン 委託運営費 昇 こ 26% 55%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 22% 66%

物流 点 新設コス 昇 こ 19% 47%

物流 点 稼働率 こ 16% 55%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 13% 64%

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 11% 47%

物流 点を 社 共同利用 こ 8% 40%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 7% 37%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 5% 25%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 5% 45%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 4% 31%

製配 連携 取組
貴社 小売業 物流機能を代替し いくこ 6% 32%

貴社 カ 物流機能を代替し いくこ 6% 28%

貴社汎用セン 店舗配送を 大 こ 6% 34%

今後 年以
容
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表 3-2-4 卸売業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=379  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-2-5 卸売業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=379  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人件費 昇 こ 15% 57%

物流 点 作業人員を確保 いこ 13% 48%

物流 点 作業効率 こ 12% 53%

現在
容

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人件費 昇 こ 31% 68%

物流 点 作業人員を確保 いこ 29% 64%

物流 点 作業効率 こ 22% 65%

容
今後 年以
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3.3 小売業の物流 点と店舗作業に関する課題 

売業 物流 点 関 大 問 現在 後 5 以内 物流 ン

委 運営費 昇 回答率 最 高 い 高い 物流 ン

電力 燃料等使用 増大 あ  

点政策 実施 い 回答率 組 物流 ン 電

力 燃料等使用 削減 物流 ン 集約化 在庫効率 点運用

効率 高 あ  

一方 店舗作業 関 問 い 店舗 人員 確保 い 店

舗 人件費 昇 物流 点 関 問 対 回答率 回 高い  

売業 物流 点 関 課 委 運営費 昇や電力 燃料等使用 増

大 関 問 対 物流 点 運用効率 高 あ 店舗作業

関 課 人員 確保や人件費 昇 関 問 解消 う 組 実施

あ  

 

 

 

表 3-3-1 小売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=179  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-3-2 小売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=179  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

 

表 3-3-3 小売業の物流 点に関する今後の取組意向 

n=179 製配 連携による取組 n=309  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン 委託運営費 昇 こ 17% 58%

物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 14% 59%

物流セン 新設コス 昇 こ 12% 53%

物流セン 稼働率 こ 11% 42%

現在
容

重大 問題 問題 ※
物流セン 委託運営費 昇 こ 36% 80%

物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 35% 81%

物流セン 新設コス 昇 こ 34% 74%

物流セン 稼働率 こ 18% 63%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流セン け 電力 燃料等使用量を削減 こ 22% 79%

物流セン を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 22% 61%

災害 備え 各物流セン 機能を代替 補完 体制を整備 こ 16% 64%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 15% 57%

貴社物流セン 機能 運営を物流事業者 外注 こ 10% 50%

物流セン を分散化し 輸配送効率を高 こ 10% 31%

物流セン を 社 共同利用 こ 8% 46%

製配 連携 取組
卸売業汎用セン 店舗配送を 大 こ 4% 31%

今後 年以
容
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表 3-3-4 小売業の店舗作業に関する現在の問題意識 n=309  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

 

表 3-3-5 小売業の店舗作業に関する今後の問題意識 n=309  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

店舗 人員を確保 いこ 27% 79%

店舗 人件費 昇 こ 23% 74%

店舗 作業効率 こ 16% 68%

現在
容

重大 問題 問題 ※
店舗 人員を確保 いこ 57% 86%

店舗 人件費 昇 こ 49% 84%

店舗 作業効率 こ 36% 78%

容
今後 年以
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物流標準化に関する課題 

 

4.1 製造業の物流標準化に関する課題 

製造業 物流標準化 関 政策 点政策 実施 い 回答率

最 高 物流資材 標準化 あ 標準 ッ 利用 徹底

あ  

一方 物流共 化 向 届 先 標準化 入力情報 目 標

準化 輸 標準化 3 い 回答 求

い 回答率 1 割 満 い 実施 い 回答 含 4

割程度 点政策 い 一定数 企業 実施 意向 あ いえ  

製造業 物流標準化 関 課 物流資材 標準化 向 組 実施

情報 標準化 あ  

 

 

 

表 4-1 製造業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=203 ※1 n=88 ※2 n=159  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

 

4.2 卸売業の物流標準化に関する課題 

卸売業 物流標準化 関 政策 製造業 様 組 い 回答 求

点政策 実施 い 回答率 い 1 割 満 い

 

実施 い 含 合計回答率 物流資材 標準化 あ 標準

ッ 利用 徹底 半数 回 高 届 先 標準化

入力情報 目 標準化 輸 標準化 3

割程度 企業 実施 意向 示 い  

卸売業 物流標準化 関 課 物流資材 標準化 向 組 実施

情報 標準化 あ  

 

 

 

 

 

 

 

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 4% 41%

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 3% 44%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 3% 39%

※ 標準 利用を徹底 こ 1% 30%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 19% 60%

今後 年以
容
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表 4-2 卸売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=379 ※1 n=138 ※2 n=254  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

 

4.3 小売業の物流標準化に関する課題 

売業 物流標準化 関 政策 製造業 卸売業 様 組 い 回答

求 点政策 実施 い 回答率 い 1 割 満 い

 

実施 い 含 合計回答率 物流資材 標準化 あ 標準

利用 徹底 標準 ッ 利用 徹底 半数 回

高 届 先 標準化 入力情報 目 標準化

輸 標準化 い 4 割程度 企業 実施 意

向 示 い  

売業 物流標準化 関 課 物流資材 標準化 向 組 実施

情報 標準化 あ  

 

 

 

表 4-3 小売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=309 ※1 n=174 ※2 n=185  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 4% 34%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 4% 33%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 4% 31%

※ 標準 利用を徹底 こ 2% 22%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 7% 60%

今後 年以
容

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 4% 41%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 3% 38%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 3% 37%

※ 標準 利用を徹底 こ 7% 55%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 8% 56%

今後 年以
容
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情報連携に関する課題 

 

5.1 製造業の情報連携に関する課題 

製造業 情報連携 関 政策 点政策 実施 い 回答率 最

高 売先 特売 注 早期 確定 い 高

売先 新製品 注 早期 確定 あ  

製造業 情報連携 関 課 売先 特売や新製品 注 早期 確

定 あ  

 

 

 

表 5-1 製造業の情報連携に関する今後の取組意向 n=203  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

 

5.2 卸売業の情報連携に関する課題 

卸売業 情報連携 関 政策 点政策 実施 い 回答率 最

高 売先 商品 ッ 情報 早期 入手 い 高

売先 特売 注 早期 確定 あ  

卸売業 情報連携 関 課 売先 商品 ッ 情報や特売 注 早期 入

手 確定 あ  

 

 

 

表 5-2 卸売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=379  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 特売発注量を早期 確定 こ 31% 78%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 28% 77%

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 22% 76%

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 21% 75%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 19% 75%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 16% 68%

今後 年以
容

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 21% 74%

売先 特売発注量を早期 確定 こ 21% 76%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 19% 73%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 13% 66%

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 12% 66%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 11% 59%

今後 年以
容
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5.3 小売業の情報連携に関する課題 

売業 情報連携 関 政策 点政策 実施 い 回答率 最

高 入先 対 自社 特売 注 早期 確定 い 高

入先 対 自社 商品 ッ 情報 早期 提供 あ  

売業 情報連携 関 課 売先 特売 注 や商品 ッ 情報 早期 確

定 提供 あ  

 

 

 

表 5-3 小売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=309  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

入先 対し 自社 特売発注量を早期 確定 こ 13% 70%

入先 対し 自社 商品カッ 情報を早期 提供 こ 12% 67%

入先 自社 売計画情報を提供し 物流効率化 活用 こ 11% 60%

入先 自社 在庫情報し 物流効率化 活用 こ 11% 55%

入先 自社 売実績情報を提供し 物流効率化 活用 こ 10% 56%

入先 対し 自社 新製品発注量を早期 確定 こ 10% 65%

今後 年以
容
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小括 

 

6.1 今後の物流効率化に関する問題と重点政策の関係における課題 

章 物流効率化 関 課 い 製造業 卸売業 売業 対象

ン 調査 結果 基 い 検討 具体的 輸配 在庫 物流 点 物

流標準化 情報連携 5 効率化 問 や 組意向 あ 政策 焦点

当  

 

製造業 後 物流効率化 関 課  

製造業 考え 輸配 問 ッ 確保や燃料 増加 運賃

増加 納品時間内 対応や長距 輸 困 物流 あ

問 対 実車率 便 効活用や積載 大

共 配 実施 前提 納品条件 見直 点政策

考え い 輸配 関 課 配 ッ 運賃 昇や 数 確保

関 物流 業者 間 問 解消 組 売先 連携 納品

条件 見直 あ  

在庫 関 問 需要予測 実績 乖 や商品品目数 増加

保管 増加や保管 確保 困 あ 問 対

需要予測 精度 向 在庫管理 整備 在庫管理

適 化 廃棄 削減 在庫回転数 向

点政策 考え い 在庫 関 課 需要予測 精度 向 や在庫

基準 見直 あ  

物流 点 関 問 委 運営費 増加や作業人員 確保 あ 問

対 物流 点 集約化や 社 共 利用 点政策 考え

い 物流 点 関 課 運営委 費 昇や作業人員 確保 関 問

対 物流 点 運用効率 高 あ  

物流標準化 い 標準 ッ 利用 主 点政策 考え

共 配 向 届 先 や入力情報 目 輸 標準化 実施 い

点政策 い 一定数 企業 組 意向 示  

情報連携 関 課 売先 特売や新製品 注 早期 確定

あ  

ン 調査 設問以 自由回答 得 以 問 課

い 検討 必要 あ  

業務 属人化 業務 承や人材育成 必要 あ  

物 数 少 い ッ 代替手段 確保 困 あ  

省 ネ法 特定荷主 規制 荷主 あ 着荷主 責任 い  
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図 6-1 製造業の今後の物流効率化に関する主 問題と重点政策の関係  
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卸売業 後 物流効率化 関 課  

卸売業 考え 輸配 問 製造業 様 あ ッ 確保や燃料

増加 運賃 増加 納品時間内 対応や長距 輸 困 物

流 あ 配 ッ 縮 や積載率 い 問 意

識 高い 問 対 点政策 製造業 様 あ 便 効活

用や共 配 納品条件 見直 あ 輸配 関 課 配 ッ

運賃 昇や 数 確保 関 物流 業者 間 問 解消 組

売先 連携 納品条件 見直 あ  

在庫 関 問 商品品目数 増加や商品 短縮化

保管 増加や保管 確保 困 あ 問

対 需要予測 精度 向 在庫管理 整備 在庫

管理 適 化 廃棄 削減 在庫回転数 向

点政策 考え い 点政策 製造業 様 あ 在庫

関 課 商品品目数 増加や商品 短縮化 在庫効

率 抑制 組 実施 あ  

物流 点 関 問 委 運営費 増加や作業人件費 増加 あ 先

商品品目数 増加 ッ ン 時間 人件費 増加 問

対 電力 燃料等使用 削減や物流 点 集約化 点政策 考え

い 物流 点 関 課 運営委 費 昇や作業人件費 昇 関

問 対 物流 点 運用効率 高 あ  

物流標準化 い 製造業 様 標準 ッ 利用 主 点政策

考え い 共 配 向 届 先 や入力情報 目 輸

標準化 実施 い 点政策 い 一定数 企業 組

意向 示  

情報連携 関 課 売先 商品 ッ 情報や特売 注 新製品 注

早期 入手 確定 あ  

ン 調査 設問以 自由回答 得 以 問 課

い 検討 必要 あ  

納品先 地方 遠方 広域化 対応  

売業 専用物流 ン 増加 自社物流 点 通過物 減少  

製造業 納品条件 頻度や 制約  
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図 6-2 卸売業の今後の物流効率化に関する主 問題と重点政策の関係  
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売業 後 物流効率化 関 課  

売業 考え 輸配 問 対店舗 対専用物流 ン ッ 確

保 困 や配 費 増加 あ 問 対 対店舗

輸配 納品後 便 効活用や 配 減

対専用物流 ン 入先 引 物流や製造業 直接納品

点政策 考え い 輸配 関 課 対店舗 対専用物流

ン 配 ッ 運賃 昇 関 問 解消 組 実施

あ  

在庫 関 問 製造業 卸売業 様 商品品目数 増加や需要予測 実

績 乖 商品 短縮化 あ 問 対 需要予測

精度 向 在庫管理 整備 在庫管理 適 化

廃棄 削減 在庫回転数 向 点政策

考え い 点政策 製造業 卸売業 様 あ 在庫 関 課

在庫回転数 向 や廃棄 削減 向 組 実施 あ  

物流 点 関 問 委 運営費 増加 電力 燃料等 増加 新設

増加 あ 問 対 電力 燃料等使用 削減や物流

点 集約化 点政策 考え い 店舗作業 い 人員確保

困 あ 人件費 増加や作業効率 問 視 い 物流 点

関 課 委 運営費 昇や電力 燃料等使用 増大 関 問 対

物流 点 運用効率 高 あ 店舗作業 関 課 人

員 確保や人件費 昇 関 問 解消 う 組 実施 あ  

物流標準化 関 課 物流資材 標準化 向 組 実施 あ

共 配 向 届 先 や入力情報 目 輸 標準化 実施 い

点政策 い 一定数 企業 組 意向 示  

情報連携 関 課 売先 特売 注 や商品 ッ 情報 早期 確定 提

供 あ  

ン 調査 設問以 自由回答 得 以 問 課

い 検討 必要 あ  

作業者 人材育成や高齢化 対応  

専用物流 ン 通過率 向 通過商品 ン 配 化  

店舗 型化 伴う専用物流 ン 後方支援業務 大  

店舗 ン 見直 物流効率化 納品頻度 / ッ 納品時間  
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図 6-3 小売業の今後の物流効率化に関する主 問題と重点政策の関係  
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6.2 今後の物流効率化に関する問題と重点政策の総合評価 

以 5 横断的 評価 物流効率化 関 課 特

大 課 提示 製造業 卸売業 売業間 回答 比較 物

流効率化 関 問 意識や 組意向 あ 政策 共通点 相 点  

製造業 卸売業 主 後 問 輸配 関 問 あ 後 5 以内

大 問 回答率 最 高い 配 ッ 運賃 昇

ッ 数 確保や燃料 増加 関 問 認識 い  

方 売業 主 問 現在 後 店舗 /専用物流 ン 関 問 あ

回答率 最 高い 店舗 人員 確保困 特 店舗 人件費や物流 ン

委 運営費 昇 関 問 認識 い  

後 5 以内 物流効率化 関 組意向 製造業 卸売業 売

業い 在庫 関 組 点政策 実施 い 考え 企業 多い 具

体的 廃棄 削減や在庫回転数 向 あ 組 実施 い 考

え 企業 多い  

製造業 卸売業 主 輸配 効率性 問 意識 あ 物流効

率化 向 自社 力 実施 在庫 関 組 主 考え い 方

売業 店舗 人員 足や専用物流 ン 運営効率 問 意識 あ 解

消 製造業 卸売業 様 在庫効率 向 関 組 実施

考え い  

物流効率化 関 課 解決 主 輸配 や情報連携 い 製配 連携 必

要 あ 製配 連携 関 組意向 例え 輸配 頻度 / ッ 見直 要請

い 製造業 32％ 卸売業 18％ 売業 入 4％ いう う 差

あ 情報連携 い 特 売業 組意向 示 企業 製造業 卸売業 比

少 い  

後 物流効率化 関 組意向 製造業 卸売業 売業 主

在庫 関 組 実施 いう点 共通 い 在庫効率 含 物流効率化

向 製配 連携 組 実施意向 差 あ 特 売業 実施意向 示

企業 少 い いう あ  
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表 6-1 今後 5 年以内の物流効率化に関する主 重大問題 

重大 問題に る の回答率上位 10  

 

 

 

表 6-2 今後 5 年以内の物流効率化に関する取組意向 

重点政策とし 実施したい の回答率上位 10  
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第 章 消費財流通事業者の物流効率化に向けた課題解決の方向性 

 

章 消費 流通 業者 物流効率化 向 課 解決 方向性 い ン

調査 ン 調査 文献調査 結果 基 検討 提言 課 解決

方向性 具体的 内容 関 ン 調査 確認 先行的 組 例

紹 い  

物流効率化 向 課 解決 方向性 領域 あ 以

領域 課 解決 方向性 検討  

輸配 効率化  

在庫 効率化  

物流 点 効率化  

 

第 章 課 認識 物流標準化 情報連携 課 自体 物流効

率化 直結 輸配 や在庫 効率化 通 物流 効率化 献

置  

見 う 消費 流通 業者 物流 い ッ

足 深刻 あ 輸配 問 大 認識 い 物流効率

化 向 課 解決 輸配 効率化 点 い 要 あ  

在庫 物流 点 効率化 い 輸配 効率化 う 方向 方

策 検討 必要 あ 輸配 在庫 物流 点 課 解決策 相互 影響

輸配 効率化 ン う 問 検討 必要 あ

輸配 効率化 視 あ 在庫や物流 点 効率性 著 損

い  

 

 

 

図 4-0-1 物流効率化に向けた課題解決の領域  
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輸配送の効率化に向けた課題解決の方向性 

 

1.1 考え方 

輸配 効率性 ッ 輸配 場合 ッ 空車 無 ッ

あ 積載 増加 ッ 回転数 高 改善

輸配 効率化 積載 大 回転数 向 課

解決 基 的 方向  

 

積載 大 

積載 大 引企業間 荷主 着荷主 注条件 調整

点間 配 ッ 大 着 物流 点 見直 物流経路

短縮 集約 方策  

複数 荷主 輸配 条件 調整 共通 引先 着荷主 共 配

行う 効 方策  

 

 

回転数 向  

ッ 回転数 向 回 輸配 所用時間 短縮 削減

輸配 調整 効率的 組 必要 あ

 

輸配 所要時間 以 う 解  

所要時間 実車時間＋空車時間 

実車時間 作業時間＋待機時間 

作業時間 走行時間＋荷扱い時間等 

一般 走行時間 短縮 い 輸配 所要時

間 短縮 待機時間 削減 荷積 荷卸 作業 効率化 荷扱い時

間 減 荷 確保 等 空車時間 減 方策  

輸配 調整 関 特 納品指定時間 見直 納

品数 準化 方策  

 

 

輸配 効率化 方向性 ッ 鉄 船舶

言う 要 あ 特 消費 流通 鉄 ン 利用

大 効 方策 長距 輸 場合 鉄 輸 効率 ネ 効率

観点 ッ 効率的 あ 積極的 組 期待 い  
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図 4-1-1 輸配送の効率化に向けた課題解決の方策 
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1.2 積載量の 大 

 

配 ッ 大 調整 

配 ッ 大 調整 引企業間 荷主 着荷主 い 検

討 効 あ  

 

(1)最 配 ッ 引  

最 配 ッ 引企業間 注要件 決 あ

引 検討 あ 単 注 数 引

単 注 注 削減 等 具体的 方策

 

 

(2)配 頻度 削減 

配 頻度 削減 配 ッ 大 表裏一体 方策 あ 例え 毎

日配 回 定曜日配 変更 自 配 回当 積載 増加

配 効率 高  

 

(3) ッ 積 付 数 ッ 積載数 応 注数調整  

ッ 積 付 数 ッ 積載数 応 注要件 調整 効

あ 配 ッ 大 単 注数 増加 積載

効率 高 う 調整 必要 あ  

 

(4)配 先 集約 配 先数 削減  

配 先数 削減 配 先 集約 配 ッ 大 向 検討

あ 間納品 少 い 規模配 先 十 配 ッ 確保

い場合 あ う 場合 配 先 点 納品 引先 横持

等 方策 効 あ  

 

(5)工場直 大  

配 ッ ッ 満載 製造業 工場等 一 物流 点

地域 配 点 経由 い 直 いわゆ 工場直 効 方策 あ

工場直 引企業間 注 納品要件 注 前 調整

必要 あ  

 

(6)配 ッ 大 向 引制度 ン ン 入  

配 ッ 大 輸配 効率化 ッ 着荷主 注側

生 必要 あ 引制度 い 直 先基準や最

注 ッ 配 要件 明確 定 ッ 満載単 注 対

割引制度 適応 制度設計 必要 あ  
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製造業 社 組 例  

製造業 社 引制度 い 最 配 ッ 20 以 設定 い

例 的 20 満 い注文 一定程度対応 い 注締 時

刻 11 時 い 締 時間 過 注文 付 態 生 い

引制度 運用 厳格化 配 ッ 注時間 適 化

ッ 配 頻度 削減 物流 削減 い  

売先 卸売業 配 効率化 い 協議 毎日配 定曜日配

替 配 頻度 削減 卸売業 規模配 先 直 大型物流 ン

納品 集約 組 い  

 

 

 

製造業 社 組 例  

製造業 社 大手卸売業あ い 売業専用物流 ン 工場 直 組

行 い 対象商品 工場生産品 う 車単 商品 あ  

社 工場直 実施 配 頻度 納品 物流要件 調整

情報 面 調整 行う 要 考え い 卸売業 車単

注 行う 作業工数や手間 増え い う 商品 調整 情報

面 配慮 必要 い  

 

 

 

卸売業 社 組 例  

卸売業 社 工場直 組 製造業 工場直 関 物流条件 用

意 必要 あ 考え い 社 物流条件 い製造業 対 条件

設定 う 提案 い  

 

 

 

卸売業 社 組 例  

卸売業 社 配 先 遠隔地 場合 方面別 配 曜日 統一 組

行 い  

配 先 会社 場合 配 曜日 統一化 い  

組 複数 配 先 理解 得 調整 う必要 あ 時間

説明 実施 い  

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 必 毎日納品 必要 い店舗 対象 納品頻度 引

い 店舗 対 物 集約 配車 数 削減

入先 配 効率化 い  

納品頻度 引 曜日 裏表 店舗 毎

日納品 一店舗 対 納品頻度 引 両方 店舗 特性 応 試

い 後者 組 視 い 配 先店舗 曜日

専用物流 ン 稼動率 い う 工夫 い  

回転率 高 売 入数 合う商品 中心 入数

注単 いう改善 い 納品頻度 引 配 効

率 高  
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共 配 大 

複数 荷主 共 配 積載 増加 向 後 大 方策

あ  

共 配 地 着地 共通 あ 近接 い 場合 複数荷主 一 物流

業者 配 委 行わ 商品や地域 荷主 社

積載 十 確保 い場合 あ う 場合 複数荷主 共 配

効 近 人口減 高齢化 伴い地方部 物流 少 い

地域 特 共 配 検討 あ  

共 配 実施 い 複数 荷主 着荷主 間 納品条件 統一化

輸配 効率化 う 共 配 納品車両 一 個

別 設定 い 配 条件 揃え 必要 時 効率的 納品条件

適応 統一 い 例 処理 期待  

 

 

 

食品製造業６社 組 例  

味 素株式会社 株式会社 株式会社 ｉｚｋａｎ 日清 株

式会社 日清 株式会社 食品 社株式会社 食品製造業６社

効率的 安定 物流力 確保 食品業界全体 物流 ン 社会的 経済的合

理性 追求 食品企業物流 ッ 構築 目指 組 詳細

決定 い 共 配 等 輸配 効率化

期待 い  

出所：各社 2015 2 2 日  

 

 

 

卸売業 社 組 例  

卸売業 社 特定 地域 業 社 共 配 行 い 互い 物流 点

利用 一方 点 納品 配 対象地域や 売業 物

車両単 満 ン い 売業 対 店舗配 あ

共 配 納品側 組 あ あ 納品 得意先起点 組 あ  
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○物流情報 標準化 い  

共 配 後 課 荷主 物流 業者 や情報交換 標準化

い 挙 荷主 物流 業者間 情報交換 荷主個々 要件

応 調整 い 場合 多 届 先 や EDI ッ 等 標準化

い い 共 物流 物流 業者 替え 場合 あ 異 荷主 物

流 業者間 情報交換等 行え 必要 あ 共 配 行いう 荷

主 組 合わ 見 物流 状況 幅広 産業全体 視化 い

要 あ  
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1.3 車両回転数の向上 

 

待機時間 削減 

ッ 回転数 向 向 待機時間 削減 点的 組 方策

あ ッ 足 中 製･配･ 業者 連携 待機時間 無

い 要 あ  

製･配･ 連携協議会 調査 2012 納品 ッ 物流 ン 到

着 荷卸 完了 均 80 要 6 割 相当 48 待

機時間 あ 2 時間以 長時間待機 い ッ 12% 在 い

待機時間 生理由 物流 ン や車両 情 様々 あ 大 削減余地

あ 認識 あ  

待機時間 削減方法 い 製･配･ 連携協議会 以 組 提案 い

 

 納品数 応 物流 ン 処理能力調整 荷 人員 調整  

 単 時間あ 納品数 準化 午後納品  

 情報共 物流 ン 納品体制 前調整  

 

回 ン 調査 物流 ン 待機時間 い 問

い い 意見 あ 2014 12 配 先物流 ン 待機時間 調

査 10 時間待機 例 生 待機時間 長

理由 荷 側 在庫 削減 う 注

多頻度 ッ 納品車両 増え 影響 い 言う  
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荷扱い時間 短縮 

物流 ン 荷積 荷卸 効率化 荷扱い時間 短縮 組

あ 荷扱い時間 短縮 ッ 回転数 向 献

ッ 確保 働 荷積 荷卸 等作業 荷 多

い ッ 敬遠 あ  

 

荷扱い時間 短縮 具体的 方策 ッ 利用範 大 前

出荷明細 信 検品作業 効率化等 あ  

消費 流通 製造業 卸売業 売業 物流 ン 一般 ッ

輸配 行わ い 即席麺 菓子 紙製品 軽 商品 直積 輸配

場合 多い 荷扱い時間 短縮 いう観点 う 商品

ッ 利用 望 い 一方 製品 ッ 利用

ッ 積載率 従 ッ 足 いう

環境変化 生 い 踏 え 総合的 観点 問 検討

い 必要 い  

活用 検品作業 効率化 省力化 店舗納品 い 既 実施

い 卸売業 物流 ン 納品 行わ 近

食品製造業 卸売業 組 開始 大 普及 向 検討

い  

組 作成 注 納品

和 あ 荷扱い作業 納品確定数 基 配車

効果 確認 い  

 

 

 

株式会社 加藤産業株式会社 組 例  

株式会社 加藤産業株式会社 2013 活用 検品

組 実施 注時間 前日 前々日Ｐ 変更 延長

時間 利用 作成 信 内容 納品日

届 先 商品 数 賞味期限 ッ 番号等 構成 組 結果 検品

時間 従来 納品 回あ 30 -1 時間短縮 効果 確認

伸び 従来車両 見込 手配 い 確定数 基 配車

能  

出所：第 12 回 ン物流 ッ 会議 当日配 資料  
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荷 確保 

ッ 輸配 い 荷 確保 空車時間 短縮

実車率 向 わ 要 あ 製･配･ 着荷主 荷主 物流 業

者 連携 荷 確保 う 調整 望 い  

 

 

 

製造業 社 組 例  

製造業 社 異業種 製造業 連携 一 ッ 往復輸配 組 い

具体的 社工場→ 長距 → 社物流 点→ 近距 → 社工場→ 長距

→ 社物流 点→ 近距 → 社工場→… いう う 工場 物流 点

社 近 立地 い 環境 い 工場 物流 点間 長距 輸

往復 両社 共 混載 輸 手段 共 あ  

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 物流 ン 店舗 配 ッ 便 利用 製造業

物流 ン 引 物流 実施 い 社 Ｐ 商品 調 物流 自社

ン い Ｐ 供給 業者 立地等 店舗 配 車両 活用

い  

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 店舗納品 便 納入業者 対 集荷 充 検討 い

便 什器や 車 積 い 半 空 い 具体的 地

方 店舗納品 ッ 物流 ン 便 製造業 納品 利用 い 検討

い 集荷時間 物 適当 あ 実施 い  
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納品指定時間 見直  

ッ 回転数 向 回あ 輸配 時間 短縮

納品 調整 い 組 要 あ  

 

(1)物流 ン 納品時間 見直  

消費 流通 輸配 納品時間 着荷主 指定 多い

ッ 回転数 向 納品指定時間 決 方 再検討 あ  

製･配･ 連携協議会 調査 2012 見 卸売業 売業 物流 ン

納品指定時間 午前中 集中 改善 余地 大 い  

納品 午前中 集中 物流 ン 午前中 荷 午後 倉庫

格納 作業手 入荷 出荷 い い

場合 午前 入荷 午後 出荷 運営 近 物流 ン 大型

化 い い 少 い いう 午前 納品

時間 散 物 準化 能 現 近 複数 物流

ン 午後納品 組 あ  

 

 

 

卸売業 社 組 例  

卸売業 社 納品時間指定 和 組 行う 通常午前 荷 午後 格納

行わ ン あ 荷 時間 夜 避 組

い 製造業 ン 到着 時間 予 通知 開

始 い 納品時間 枠 設 製造業 録 組 あ 荷 側 予

割 当 ン 計画化 ッ あ  

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 専用物流 ン 指定時間 見直 行 い 以前 全 午

前納品 作業 準化 目的 一部 午後納品 変更 現在 午前：

方 夜 7：3 あ 変更 当時 ン 運営側 人員 手配

対 意見 あ ッ 作業 準化 ッ

方 大 い 評価 い  
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(2)店舗納品時間 見直  

売業 専用 ン 店舗 納品時間 い ッ 回転数 考

慮 納品 散化 効 あ  

従来 店舗 納品時間 店舗 営業時間 合わ 設定 い 店舗

ン 見直 納品車両 効率化 い あ

 

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 F 社 自社物流 ン 店舗 配 い 大店立地法 荷捌

能時間 範 最大限納品時間枠 大 温商品 朝 昼便 物 比率 変

更 車輌回転 向 使用 ッ 数 削減 組 い

 

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 物流 ン 店舗 配 見直 い 生鮮食品 納品 朝

昼 1 日 2 便体制 あ 朝：昼 85：15 朝 物 集中 い 散化

朝：昼 60：40 向 組 い 単純 言え 割高 朝便

ッ 手配 朝昼 2 運行 ッ 手配 変わ 多

ッ 総 数 削減 店舗 品出 朝 開店前 方

夜 2 回 散 作業 担 軽減  

加工食品 定番商品 朝 夜 商品 昼 納品 決 店舗

納品 朝 昼 昼 夜 2 ン い 例 的 運用

商品扱い 定番商品 朝 夜 納品 う

計画的 朝便 夜便 ン 崩 ッ 手配 非効率 是

い  
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1.4 モ ルシフトの推進 

ッ 積載効率 回転数 高 ッ 輸配 効率化

ッ 依 度 益々 要

い  

特 鉄 輸 消費 流通 い 活用 広 あ 組 後

効 あ  

 

消費 製造業 工場等 一 物流 点 地域 物流 点 間 鉄 利用 い

一部流通業 い 物流 ン 調 物流 い 鉄 輸 い  

 

 

 

製造業 社 組 例  

製造業 社 工場 物流 ン 間 輸配 ッ 利用 基

あ 繁忙期 JR ン や船舶等 い 鉄 等

利用 場合 物流 ン 補給 前倒 物 準化 い  

 

 

 

ン株式会社 ン 株式会社 組 例  

ン株式会社 子会社 あ ン 株式会社

鉄 輸 研究会 組織 物流 ン 一 物流 い

い 2014 12 製造業 共 輸 形 JR 物 専用便 120 ン

立 ン株式会社 PB 商品 製造業各社 商品 輸  

現在 鉄 輸 調 物流 11％ 大 い ン 数

度 5t ン 3.5 万基 あ 来 4 万基 大 予定 あ  

出所： 2014 9 4 日 
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在庫の効率化に向けた課題解決の方向性 

 

2.1 考え方 

消費 流通 在庫 効率化 輸配 効率化 前提

検討 い 従来 多頻度 ッ 配 品

増や 在庫 効率化 後 配 ッ 大 必要 あ

想定 在庫 効率化 考え あ  

在庫 効率化 向 課 解決 方向性 単純 在庫回転 高

在庫水準 抑制 目指 最後 問 残在庫 返品 削

減 焦点 当 要 あ  

残在庫 返品 削減 方策 在庫 管理基準 見直 需要予測

精度 向 必要  

管理基準 見直 鮮度基準や 基準 調整 意味 具体的

加工食品 納品期限 見直 賞味期限 延長 化 終売時 品許容

あ う 管理基準 合理的 設定 残在庫や返品 削減

能 あ  

需要予測 精度向 いう 売見込 売実績 縮

あ 需要予測 精度向 ン 共 製･配･ 業者

適 情報共 必要 あ  

 

 

 

 

 

図 4-2-1 在庫の効率化に向けた課題解決の方向性 
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2.2 残在庫 返品削減に向けた管理基準の見直し 

 

納品期限 見直  

加工食品 店舗 納品期限 賞味期限 残 設定 場合 多

結果 物流 ン 納品期限 製造業 返品 商品 多数 生 い

納品期限 見直 残在庫 返品 削減 効 あ  

 

 

 

製･配･ 連携協議会 食品 削減商慣習検討 組 例  

製･配･ 連携協議会 食品 削減商慣習検討 2014 合 ッ

実施 大手 ン ン 専用物流 ン い

飲料 菓子 納品期限 賞味期限 和 実験 行い 効果 検証

結果 飲料 賞味期限６ 以 菓子 い 納品期限

店舗 値 廃棄 増や 物流 ン 納品期限

相当 削減 確認 飲料 菓子製造業 ン

納品期限 和 鮮度対応生産 残在庫 相当 削減

能  

実験 参加 複数 大手 実験後 納品期限 設定 運用

い ン ン 先行企業 2014 全国 納品期限

替え 運用 移行 い  

出所：製･配･ 連携協議会 2014 7 報告資料等 

 

 

 

 

賞味期限 延長 表示化 

加工食品 賞味期限 物流 管理基準 利用 在庫 効率性 影響

及 賞味期限 延長 ン 在庫 能期間 長

残在庫 返品 削減 効 方策 賞味期限 表示化 表示

日 改 在庫 管理単 日別 別 在

庫 輸配 効率化 う 食品製造業 い 積極的 組 期待

 

 

  



-53- 

 

2.3 需要予測の精度向上 

消費 流通 製･配･ 独立 何 需要予測 立 見込 生産

見込 注 行 い 需要予測 精度 十 見込 実績

残在庫や返品 生 い 製･配･ 需要予

測 精度向 課 あ  

需要予測 精度 高 予測 精緻化 要 あ 何

最終消費者 需要 流通在庫 確 把握 製･配･ 連携 情報共

業務調整 必要 あ  

例え 卸売業 新商品や特売商品 見込 注 在庫 い 場合 売業

確定 注や 注予定数 前 入手 注精度 大幅 改善

 

 

 

 

卸売業 社 組 例  

卸売業 社 製造業 協働 在庫 効率化 組 い 具体的 製造

業 対 物流 ン 在庫情報 出荷情報 開示共 ン 管理在

庫方式 組 い 製造業 卸売業 注 備え 在庫 準

備 卸売業 在庫状況 見 補充必要数 前 計画 能

 

 

 

 

ン株式会社 組 例  

ン株式会社 PB 商品 生産委 業者 対 各商品 売実績

間先 売計画情報 開示 共 い 生産委 業

者 自 出荷 売先 売計画 基 い 生産計画 合理

的 作成  

出所：流通研究社 刊 2011 9  

 

 

 

菱食品株式会社 組 例  

菱食品株式会社 引先 9 社 協力 売業 売業 特売 注

在庫効率等 う 影響 及 い 検証 結果 N-7

日 注 売業 確定 注 基 物流 作動 滞留在庫

生率 い 確認 早期 情報 共 製･配･

品や追加業務 生 効率化 見込  

出所：製･配･ 連携協議会 2014 7 報告資料 
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物流 点の効率化に向けた課題解決の方向性 

 

3.1 考え方 

物流 点 効率化 物流 点 施設 運営 観点

ン 通 輸配 効率性 観点 検討 必要 い

施設 効率化 規模 点 統廃合 大規模 点 集約

主眼 置 い 最近 ッ 足 ッ 運賃

昇 輸配 効率化 観点 要 い 東日 大震災以降

被災 求 う 総合的 視点 立

課 解決 検討 あ  

物流 点 効率化 向 課 解決 方向性 自社内 組 社 連携

組 整理  

自社内 点再 方向 基 的 集約化 点 大型化 物流段階数

削減 検討 あ 回 輸配 距 短縮 う 点 散化

検討課  

社 組 関 ン 通 物流効率化 観点 物流

点面 引先 連携 検討 求 い  

 

 

 

 

図 4-3-1 物流 点の効率化に向けた課題解決の方向性 
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3.2 自社内 の 点再編 

 

物流 点 集約化 

消費 流通 物流 点 流通構造変化 対応 全体 集約化

方向 効率化 い 必要 あ 消費 流通 中 売店 出

売店舗数 減少傾向 あ 伴い卸売 業所数 大 減少 い

以前 多数 中 売店 中 卸売 業所 商品 供給 多段階 散的

物流 点 配置 必要 あ 必要 薄 い 加え ン 売業

専用物流 ン 設置 一般的 い う 変化 適合

物流ネッ ワ 形成 必要 あ  

 

 

 

製造業 社 組 例  

製造業 社 納品時間 許容 範 物流 点 集約化 い 最近

大阪 DC 岡山 DC 統合 大阪 中四国 配 う

後 ッ 足 考慮 方針 検討 直 必要 あ 考え

い  

 

 

 

売業 社 組 例  

売業 社 専用物流 ン 機能統合 実施 商品 点

い 一 点 扱う総合 ン 集約 い 点 集約

各 点 い 人員 集約 複数 混載 配 効率

化 期待 機能統合 あ 配 距 変わ い  

 

 

 

 

物流 点 散化 

一方 物流 点 散化 い 検討 必要 生 い ッ

足等 長距 輸配 従来 行い い 物流

点 集約化 配 距 伸 配 距 短 う 物流 点

散化 利 場合 生 い 大規模災害時 被災

出荷 物流機能 過度 集中 物流 点 散

検討課 い  
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3.3 他社との 点連携 

 

引先 垂直的 点連携 

物流 点 効率化 自社 点 範 考え 社 連携 視

入 検討 あ  

特 消費 流通 製･配･ 業者 ン全体 観点 引先間

点連携 検討 効 あ 工場等生産 点 店舗 至 中間流通

段階 製造業 卸売業 売業 物流 点 設置 い

商品 多段階 物流 点 経由 輸配 状況 生 い 後 商品特性

応 最 効率的 物流経路 輸配 行わ う ン 物流ネ

ッ ワ 見直 要 あ  

 

 

 

製造業 社 組 例  

製造業 社 引先卸売業 点機能 連携 い 具体的 自社 在

庫 卸売業 DC 保管 逆 卸売業 在庫 自社 DC 保管 い 組

実施 商品 輸配 省略 う ッ 足 対策 一

商品 動 い 目的 組 あ  

 

 

 

 

業 社 水 的 点連携 

垂直的 点連携 業 社 水 的 点連携 い 検討

必要 あ  

水 的 点連携 例え 製造業 場合 複数 製造業 一 物流 業者

点運用 委 等 地域物流 点 業 社 共 利用 意

味 売業 専用物流 ン 一 等 業 社 集約

共 利用 方法 あ 得 企業単独 物流 点 利用効率 高

各社 様 課 抱え 場合 方策 特 効 あ  

輸配 効率化 後 共 輸配 要 考え 共

輸配 物流 点 共 化 連携 合わ 検討 効 あ
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課題解決にあたっ 留意すべきこと  

 

章 消費 流通 業者 物流効率化 向 課 解決 方向性 い 輸配

効率化 在庫 効率化 物流 点 効率化 領域 検討 提言  

領域 う 輸配 問 特 大 あ 後当面 間 輸配

効率化 焦点 当 課 解決 要 あ 在庫 効率化 物流 点 効

率化 い 輸配 効率化 う 方向 方策 検討 望

い 考え  

物流効率化 向 課 解決 あ 領域横断的 留意 最後

 

 

○物流部門 営業部門 連携強化 

物流効率化 向 課 解決 方向性 提示 方策 実 物流部門単独 実

施 企業内 部門 特 営業部門 連携 あ 例え

営業部門 売先 要望 応え ッ 配 や緊急配 都度対応 い

物流 効率化 い う 売先 基準 物流部門 営業部

門 要件 予 明確 定 運用 必要 あ 実 営業担当者 物流

十 理解 い い場合 多い 社内教育等 含 営業部門 物流部門 情

報共 連携 強化 必要 あ  

 

○製･配･ 業者 連携強化 

製･配･ 業者 垂直的 連携 強化 言う 要 あ 物流

連鎖 あ 各主体間 連携 効率化 要 あ 引

企業間 着荷主間 調整 効率化 い 例え 輸配 効率化

資 ッ 回転数 向 向 ッ 待機時間 削減 方策 早急 講

あ 荷主 着荷主 方 調整 必要 あ  

製･配･ 各段階 水 的 連携 必要 あ 共 輸配 や物流 点 共 化

後 方策 あ 業 社 情報交換 活 共

化 効率化機会 探 い 必要 あ  

 

○荷主 物流 業者 連携強化 

荷主 あ 製･配･ 業者 物流 業者 連携 強化 あ 例え

ッ 積載効率 び回転数 以 向 い 必要 あ

荷主 物流 業者 調整 細 行う必要 あ 荷主側 物流要件

一方的 設定 相互 調整 求 い  

荷主 物流 業者 公 引 効果的 連携 前提 契約内容 書面化等

早期 徹底 い 必要 あ 例え 着荷主 対 提供

い 明確 あ ッ 足 対策

うい 透明 基準 見直 急務 あ  

 

○物流 透明化 

物流効率化 合理的 物流 視化 透明化

引価格体系や委 物流費 映 要 あ 引企業間 荷主物流 業者

間 行動 変革 物流効率化 実現 物流効率化 ッ 目 見え

形 相互 引 映 望 い 例え 配 ッ 等 物流

要件 応 引価格制度 整備 等 後 求  
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○物流情報 ン 整備 

物流情報 ン 整備 中期的 視点 留意 あ ICT 化

ッ 移動情報等 各種物流 集 や い 届 先

業所 企業内 一業界内 統一 い 実情 あ 業種横

断的 標準化 い い う 物流情報 ン 整備 物流 ッ

産業界 活用 効率化 期待  

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

 

 

参考  消費財流通業界における物流効率化に向けた課題と今後の対応策に関するア

ンケ ト調査 結果の食料品 日用品別の集計結果 

 

 

参考  アンケ ト調査票 
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参考  消費財流通業界における物流効率化に向けた課題と今後の対応策に関す

るアンケ ト調査 結果の食料品 日用品別の集計結果 

 

輸配送に関する課題 

1.1 製造業の輸配送に関する課題 

 

食料品製造業の輸配送に関する現在の問題意識 n=142  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品製造業の輸配送に関する今後の問題意識 n=142  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

配送 ッ 運賃 昇 こ 40% 89%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 35% 71%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 31% 77%

納品時 待機時間 長く こ 23% 68%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 23% 70%

長距離 輸配送を行い くく こ 23% 61%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 21% 68%

配送 ッ 積載率 こ 16% 60%

輸配送時 汚破損 増加 こ 16% 52%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 16% 55%

配送 ッ 小さく こ 15% 68%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 15% 54%

納品 短く こ 13% 61%

配送 ッ 輸配送効率 こ 13% 64%

配送 ッ 回転数 こ 11% 46%

容
現在

89%

重大 問題 問題 ※
配送 ッ 運賃 昇 こ 68% 97%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 63% 85%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 49% 87%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 44% 79%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 40% 82%

長距離 輸配送を行い くく こ 40% 73%

納品時 待機時間 長く こ 39% 79%

配送 ッ 小さく こ 35% 77%

配送 ッ 輸配送効率 こ 31% 78%

配送 ッ 積載率 こ 30% 77%

納品 短く こ 28% 74%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 28% 70%

輸配送時 汚破損 増加 こ 25% 63%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 23% 69%

配送 ッ 回転数 こ 20% 72%

容
今後 年以

97%
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食料品製造業の輸配送に関する今後の取組意向 n=142  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品製造業の輸配送に関する現在の問題意識 n=61  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品製造業の輸配送に関する今後の問題意識 n=61  

 

※ 問 大 問 問 合計  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 30% 66%

社 共同配送を実施 こ 30% 65%

輸配送 関 外注コス を 減 こ 28% 80%

鉄 へ シフ を推進 こ 19% 48%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 19% 70%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 18% 69%

大型 ッ 配送量を 大 こ 18% 61%

貴社 直接配送 先 点 を絞 込 こ 15% 54%

船舶へ シフ を推進 こ 14% 37%

売先 引取物流 対応 こ 8% 44%

製配 連携 取組
売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 36% 80%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 26% 79%

売先 輸配送頻度 削減／輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 35% 76%

貴社工場 直送を 大 こ 15% 51%

貴社 小売業物流セン へ 直送を 大 こ 11% 51%

貴社 店舗へ 直送を 大 こ 4% 21%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

配送 ッ 運賃 昇 こ 36% 89%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 31% 66%

長距離 輸配送を行い くく こ 23% 54%

輸配送時 汚破損 増加 こ 21% 59%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 21% 70%

配送 ッ 輸配送効率 こ 20% 51%

配送 ッ 小さく こ 20% 56%

納品時 待機時間 長く こ 20% 54%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 20% 54%

納品 短く こ 18% 49%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 16% 51%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 15% 49%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 13% 48%

配送 ッ 積載率 こ 11% 46%

配送 ッ 回転数 こ 8% 38%

容
現在

89%

重大 問題 問題 ※
配送 ッ 運賃 昇 こ 61% 90%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 44% 69%

長距離 輸配送を行い くく こ 34% 69%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 34% 77%

納品 短く こ 31% 54%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 30% 75%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 28% 69%

配送 ッ 輸配送効率 こ 26% 67%

配送 ッ 小さく こ 25% 66%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 25% 69%

輸配送時 汚破損 増加 こ 25% 69%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 23% 67%

納品時 待機時間 長く こ 21% 69%

配送 ッ 積載率 こ 16% 62%

配送 ッ 回転数 こ 13% 61%

容
今後 年以

90%
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日用品製造業の輸配送に関する今後の取組意向 n=61  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

輸配送 関 外注コス を 減 こ 34% 72%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 18% 48%

社 共同配送を実施 こ 16% 46%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 16% 61%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 15% 62%

大型 ッ 配送量を 大 こ 11% 49%

売先 引取物流 対応 こ 11% 34%

貴社 直接配送 先 点 を絞 込 こ 8% 43%

鉄 へ シフ を推進 こ 8% 44%

船舶へ シフ を推進 こ - 31%

製配 連携 取組
売先 輸配送頻度 削減／輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 25% 67%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 23% 69%

売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 20% 69%

貴社工場 直送を 大 こ 18% 49%

貴社 小売業物流セン へ 直送を 大 こ 7% 38%

貴社 店舗へ 直送を 大 こ 2% 26%

容
今後 年以
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1.2 卸売業の輸配送に関する課題 

 

食料品卸売業の輸配送に関する現在の問題意識 n=260  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品卸売業の輸配送に関する今後の問題意識 n=260  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対 売先
輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 32% 82%

配送 ッ 運賃 昇 こ 32% 75%

配送 ッ 小さく こ 24% 68%

配送 ッ 輸配送効率 こ 21% 72%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 20% 63%

配送 ッ 積載率 こ 18% 62%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 16% 47%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 16% 47%

配送 ッ 回転数 こ 15% 57%

納品 短く こ 15% 57%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 15% 49%

納品時 待機時間 長く こ 13% 43%

長距離 輸配送を行い くく こ 11% 43%

輸配送時 汚破損 増加 こ 10% 32%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 9% 37%

対 入先
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 15% 49%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 14% 49%

災害 っ 安定した商品調 く こ 12% 44%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 10% 38%

輸配送時 汚破損 増加 こ 10% 32%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 9% 38%

容
現在

重大 問題 問題 ※
対 売先

配送 ッ 運賃 昇 こ 49% 88%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 47% 87%

配送 ッ 小さく こ 34% 76%

配送 ッ 輸配送効率 こ 32% 84%

配送 ッ 積載率 こ 32% 73%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 31% 78%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 30% 67%

配送 ッ 回転数 こ 28% 71%

納品 短く こ 26% 67%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 25% 69%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 23% 60%

納品時 待機時間 長く こ 22% 59%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 18% 60%

長距離 輸配送を行い くく こ 16% 57%

輸配送時 汚破損 増加 こ 15% 43%

対 入先
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 27% 67%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 23% 67%

災害 っ 安定した商品調 く こ 22% 65%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 19% 59%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 15% 58%

輸配送時 汚破損 増加 こ 15% 46%

容
今後 年以
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食料品卸売業の輸配送に関する今後の取組意向 n=260  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品卸売業の輸配送に関する現在の問題意識 n=119  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対 売先
納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 12% 57%

輸配送 関 外注コス を 減 こ 10% 52%

社 共同配送を実施 こ 8% 51%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 6% 51%

売先 引取物流 対応 こ 5% 44%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 5% 43%

大型 ッ 配送量を 大 こ 3% 23%

鉄 へ シフ を推進 こ 0% 7%

船舶へ シフ を推進 こ 0% 5%

対 入先
大型 ッ 納品量を 大 こ 8% 33%

入先 対し 引取物流を実施 こ 5% 28%

製配 連携 取組
売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 20% 70%

売先 輸配送頻度 削減／ 輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 20% 71%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 18% 66%

カ 店舗へ 直送を 大し うこ 13% 58%

カ 小売業物流セン へ 直送を 大し うこ 13% 58%

カ 工場 貴社へ 直送を 大 こ 12% 58%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 11% 60%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 10% 53%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 10% 55%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対 売先
配送 ッ 運賃 昇 こ 31% 67%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 26% 75%

配送 ッ 小さく こ 23% 67%

納品 短く こ 17% 57%

配送 ッ 輸配送効率 こ 15% 54%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 15% 49%

配送 ッ 積載率 こ 14% 54%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 10% 35%

配送 ッ 回転数 こ 9% 41%

納品時 待機時間 長く こ 8% 36%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 8% 41%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 8% 38%

長距離 輸配送を行い くく こ 8% 29%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 7% 38%

輸配送時 汚破損 増加 こ 3% 21%

対 入先
災害 っ 安定した商品調 く こ 15% 46%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 13% 54%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 12% 52%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 11% 51%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 8% 37%

輸配送時 汚破損 増加 こ 7% 29%

容
現在
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日用品卸売業の輸配送に関する今後の問題意識 n=119  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品卸売業の輸配送に関する今後の取組意向 n=119  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

 

  

重大 問題 問題 ※
対 売先

配送 ッ 運賃 昇 こ 40% 73%

輸配送物量 対 燃料使用コス 増加 こ 39% 81%

配送 ッ 小さく こ 30% 74%

納品 短く こ 28% 65%

配送 ッ 台数 確保し くく こ 24% 53%

配送 ッ 輸配送効率 こ 24% 62%

指定さ た納品時間 合わ た 輸配送効率 こ 23% 62%

指定さ た納品時間 遅 件数 増加 こ 21% 54%

配送 ッ 積載率 こ 18% 65%

配送 ッ 回転数 こ 17% 53%

納品時 待機時間 長く こ 17% 49%

地方 過疎地 輸配送効率 こ 16% 52%

災害 っ 安定した商品供給 く こ 16% 59%

長距離 輸配送を行い くく こ 13% 45%

輸配送時 汚破損 増加 こ 5% 29%

対 入先
災害 っ 安定した商品調 く こ 24% 67%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 23% 61%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 22% 69%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 14% 51%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 14% 66%

輸配送時 汚破損 増加 こ 11% 38%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対 売先
輸配送 関 外注コス を 減 こ 9% 36%

社 共同配送を実施 こ 6% 29%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 4% 28%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 4% 43%

大型 ッ 配送量を 大 こ 2% 10%

売先 引取物流 対応 こ 2% 28%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 2% 31%

鉄 へ シフ を推進 こ - 3%

船舶へ シフ を推進 こ - 3%

対 入先
大型 ッ 納品量を 大 こ 3% 19%

入先 対し 引取物流を実施 こ 3% 21%

製配 連携 取組
売先 輸配送頻度 削減／ 輸配送 ッ 大を要請し 輸配送を効率化 こ 13% 55%

売先 納品 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 12% 51%

カ 工場 貴社へ 直送を 大 こ 11% 56%

売先 納品時間制約 緩和を要請し 輸配送を効率化 こ 11% 53%

カ 店舗へ 直送を 大し うこ 10% 58%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 8% 45%

カ 小売業物流セン へ 直送を 大し うこ 7% 55%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 5% 39%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 5% 40%

容
今後 年以
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1.3 小売業の輸配送に関する課題 

食料品小売業の輸配送に関する現在の問題意識 

対店舗 n=240 対専用物流セン n=144  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品小売業の輸配送に関する今後の問題意識 

対店舗 n=240 対専用物流セン n=144  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対店舗
納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 15% 58%

災害 っ 安定した商品調 く こ 12% 40%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 9% 41%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 8% 34%

納品 ッ 輸配送効率 こ 6% 40%

配送時 汚破損 増加 こ 5% 22%

対専用物流セン
災害 っ 安定した商品調 く こ 13% 47%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 8% 43%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 8% 35%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 7% 42%

輸配送時 汚破損 増加 こ 7% 27%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 4% 34%

容
現在

重大 問題 問題 ※
対店舗

納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 43% 82%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 29% 64%

災害 っ 安定した商品調 く こ 22% 67%

納品 ッ 輸配送効率 こ 20% 67%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 20% 65%

配送時 汚破損 増加 こ 9% 44%

対専用物流セン
入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 40% 80%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 27% 69%

災害 っ 安定した商品調 く こ 26% 72%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 22% 69%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 18% 67%

輸配送時 汚破損 増加 こ 13% 49%

容
今後 年以
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食料品小売業の輸配送に関する今後の取組意向 

対店舗 n=240 対専用物流セン n=144 製配 による取組 n=240  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品小売業の輸配送に関する現在の問題意識 

対店舗 n=69 対専用物流セン n=35  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品小売業の輸配送に関する現在の問題意識 

対店舗 n=69 対専用物流セン n=35  

 

※ 問 大 問 問 合計  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対店舗
配送 関 外注コス を 減 こ 20% 69%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 17% 65%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 13% 63%

社 共同配送を実施 こ 10% 45%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 8% 63%

対専用物流セン
入先 対し 引取物流を実施 こ 10% 55%

大型 ッ 納品量を 大 こ 10% 47%

鉄 へ シフ を推進 こ 3% 11%

船舶へ シフ を推進 こ 1% 8%

製配 連携 取組
カ 貴社物流セン へ 直接納品を 大 こ 14% 58%

カ 工場 直接調 を 大 こ 13% 47%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 6% 53%

カ 店舗へ 直接納品を 大 こ 5% 25%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 5% 41%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 5% 44%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

対店舗
納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 14% 42%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 12% 28%

災害 っ 安定した商品調 く こ 7% 33%

納品 ッ 輸配送効率 こ 6% 22%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 6% 33%

配送時 汚破損 増加 こ 6% 20%

対専用物流セン
災害 っ 安定した商品調 く こ 11% 31%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 9% 43%

入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 9% 40%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 9% 46%

輸配送時 汚破損 増加 こ 9% 29%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 6% 26%

容
現在

重大 問題 問題 ※
対店舗

納品 ッ 運賃 委託配送費 昇 こ 23% 70%

災害 っ 安定した商品調 く こ 19% 55%

納品 ッ 台数 確保し くく こ 17% 54%

納品 ッ 輸配送効率 こ 12% 52%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 12% 55%

配送時 汚破損 増加 こ 10% 38%

対専用物流セン
入先 納品 ッ 台数 確保し くく こ 20% 77%

入先 納品 ッ 運賃 昇 こ 17% 74%

入先 納品 ッ 輸配送効率 こ 11% 60%

災害 っ 安定した商品調 く こ 11% 60%

指定した納品時間 遅 件数 増加 こ 9% 63%

輸配送時 汚破損 増加 こ 6% 46%

容
今後 年以
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日用品小売業の輸配送に関する今後の取組意向 

対店舗 n=69 対専用物流セン n=35 製配 による取組 n=69  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

対店舗
配送 関 外注コス を 減 こ 13% 54%

災害 備え 燃料や輸配送手段を確保 体制を整備 こ 9% 46%

納品後 帰 便を空車 有効 活用 こ 7% 43%

外注先 輸配送事業者 作業負荷を軽減 こ 6% 49%

社 共同配送を実施 こ 4% 28%

対専用物流セン
入先 対し 引取物流を実施 こ 3% 46%

大型 ッ 納品量を 大 こ - 40%

鉄 へ シフ を推進 こ - 14%

船舶へ シフ を推進 こ - 9%

製配 連携 取組
カ 貴社物流セン へ 直接納品を 大 こ 10% 46%

カ 工場 直接調 を 大 こ 10% 49%

カ 店舗へ 直接納品を 大 こ 4% 33%

入先 納品 を緩和し 輸配送効率化 こ 4% 48%

入先 納品頻度を削減／納品 ッ を 大し 輸配送を効率化 こ 3% 46%

入先 納品時間制約を緩和し 輸配送を効率化 こ 1% 42%

容
今後 年以
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在庫に関する課題 

2.1 製造業の在庫に関する課題 

 

食料品製造業の在庫に関する現在の問題意識 n=142  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品製造業の在庫に関する今後の問題意識 n=142  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

食料品製造業の在庫に関する今後の取組意向 n=142  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品製造業の在庫に関する現在の問題意識 n=61  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

需要予測 実績 乖離 増大 こ 26% 74%

在庫 保管コス 昇 こ 25% 69%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 22% 70%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 16% 73%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 13% 58%

売先 返品量 増加 こ 8% 44%

返品処理コス 昇 こ 8% 48%

容
現在

重大 問題 問題 ※
在庫 保管コス 昇 こ 42% 79%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 38% 80%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 35% 81%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 29% 81%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 20% 70%

売先 返品量 増加 こ 15% 58%

返品処理コス 昇 こ 14% 62%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

廃棄 ス率を削減 こ 44% 88%

需要予測 精度を向 さ こ 44% 87%

在庫回転数を向 さ こ 41% 87%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 35% 85%

売商品 サビ を確立 こ 29% 81%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 23% 81%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 8% 44%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 7% 42%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 22% 74%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 23% 67%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 20% 64%

在庫 保管コス 昇 こ 16% 69%

返品処理コス 昇 こ 16% 57%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 15% 69%

売先 返品量 増加 こ 11% 51%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 8% 61%

容
現在
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日用品製造業の在庫に関する今後の問題意識 n=61  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品製造業の在庫に関する今後の取組意向 n=61  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重大 問題 問題 ※
在庫 保管コス 昇 こ 39% 85%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 36% 74%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 33% 72%

返品処理コス 昇 こ 26% 67%

売先 返品量 増加 こ 23% 61%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 23% 77%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 20% 75%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 52% 82%

廃棄 ス率を削減 こ 46% 87%

需要予測 精度を向 さ こ 39% 84%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 30% 77%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 30% 72%

売商品 サビ を確立 こ 15% 66%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 11% 43%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 5% 51%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 28% 69%

容
今後 年以
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2.2 卸売業の在庫に関する課題 

 

食料品卸売業の在庫に関する現在の問題意識 n=260  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品卸売業の在庫に関する今後の問題意識 n=260  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

 

食料品卸売業の在庫に関する今後の取組意向 n=260  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品卸売業の在庫に関する現在の問題意識 n=119  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

商品品目数 増加し在庫効率 こ 23% 73%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 17% 71%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 17% 55%

在庫 保管コス 昇 こ 16% 55%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 13% 57%

売先 返品量 増加 こ 10% 44%

返品処理コス 昇 こ 10% 45%

容
現在

重大 問題 問題 ※
商品品目数 増加し在庫効率 こ 36% 81%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 31% 78%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 28% 66%

在庫 保管コス 昇 こ 27% 70%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 22% 68%

返品処理コス 昇 こ 20% 60%

売先 返品量 増加 こ 17% 56%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 41% 91%

廃棄 ス率を削減 こ 36% 90%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 29% 76%

需要予測 精度を向 さ こ 21% 82%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 8% 48%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 6% 32%

サビ 確立を カ 要請 こ 6% 47%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 3% 34%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 19% 69%

入先へ 返品率を削減 こ 11% 63%

容
今後 年以

91%

90%

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

返品処理コス 昇 こ 22% 54%

商品品目数 増加し在庫効率 こ 18% 66%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 18% 66%

売先 返品量 増加 こ 18% 49%

在庫 保管コス 昇 こ 14% 48%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 14% 46%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 11% 55%

容
現在
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日用品卸売業の在庫に関する今後の問題意識 n=119  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品卸売業の在庫に関する今後の取組意向 n=119  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重大 問題 問題 ※
商品品目数 増加し在庫効率 こ 35% 71%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 32% 74%

売先 返品量 増加 こ 28% 56%

返品処理コス 昇 こ 28% 60%

在庫 保管ス ス 確保し くく こ 24% 56%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 22% 65%

在庫 保管コス 昇 こ 20% 59%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 28% 85%

廃棄 ス率を削減 こ 24% 80%

需要予測 精度を向 さ こ 18% 68%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 18% 65%

在庫保管 関 外注コス を 減 こ 3% 35%

災害 備え 一部商品 在庫水準を多く こ 3% 27%

各地域 分散し い 在庫を集約 こ 3% 24%

サビ 確立を カ 要請 こ 3% 24%

製配 連携 取組
売先 返品率を削減 こ 24% 68%

入先へ 返品率を削減 こ 10% 56%

容
今後 年以
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2.3 小売業の在庫に関する課題 

 

食料品小売業の在庫に関する現在の問題意識 n=240  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品小売業の在庫に関する今後の問題意識 n=240  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

食料品小売業の在庫に関する今後の取組意向 n=240  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品小売業の在庫に関する現在の問題意識 n=69  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品小売業の在庫に関する今後の問題意識 n=69  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 7% 46%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 6% 40%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 6% 47%

容
現在

重大 問題 問題 ※
品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 18% 58%

需要予測 実績 乖離 増大 こ 16% 61%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 15% 54%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

廃棄 ス率を削減 こ 33% 82%

在庫回転数を向 さ こ 33% 80%

需要予測 精度を向 さ こ 29% 78%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 25% 70%

災害時 備え 商品調 を代替 補完 体制を構築 こ 15% 72%

サビ 確立を カ 要請 こ 8% 60%

製配 連携 取組
入先へ 返品率を削減 こ 12% 62%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

需要予測 実績 乖離 増大 こ 12% 54%

品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 9% 48%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 9% 45%

容
現在

重大 問題 問題 ※
需要予測 実績 乖離 増大 こ 23% 64%

商品 フサ 短縮化し在庫効率 こ 20% 67%

品揃え品目数 増加し在庫効率 こ 19% 62%

容
今後 年以
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日用品小売業の在庫に関する今後の取組意向 n=69  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

在庫回転数を向 さ こ 30% 84%

廃棄 ス率を削減 こ 25% 77%

需要予測 精度を向 さ こ 22% 72%

在庫管理シス を整備 高度化 こ 16% 65%

災害時 備え 商品調 を代替 補完 体制を構築 こ 9% 55%

サビ 確立を カ 要請 こ 4% 38%

製配 連携 取組
入先へ 返品率を削減 こ 6% 61%

容
今後 年以
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物流 点/店舗に関する課題 

3.1 製造業の物流 点に関する課題 

食料品製造業の物流 点に関する現在の問題意識 n=142  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品製造業の物流 点に関する今後の問題意識 n=142  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

食料品製造業の物流 点に関する今後の取組意向 n=142  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

食料品製造業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=142  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品製造業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=142  

 

※ 問 大 問 問 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 22% 61%

物流セン 委託運営費 昇 こ 20% 59%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 13% 57%

物流 点 新設コス 昇 こ 12% 43%

物流 点 稼働率 こ 2% 35%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン 委託運営費 昇 こ 39% 77%

物流セン フ 支払負担 増大 こ 39% 79%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 35% 78%

物流 点 新設コス 昇 こ 23% 62%

物流 点 稼働率 こ 13% 58%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点を 社 共同利用 こ 23% 59%

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 20% 58%

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 20% 76%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 16% 71%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 13% 51%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 10% 41%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 7% 49%

製配 連携 取組
貴社 物流 点を減 し 物流機能を卸売業 代替し うこ 4% 35%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人員を確保 いこ 20% 59%

物流 点 作業人件費 昇 こ 16% 58%

物流 点 作業効率 こ 8% 56%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人員を確保 いこ 44% 80%

物流 点 作業人件費 昇 こ 37% 82%

物流 点 作業効率 こ 27% 75%

容
今後 年以
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日用品製造業の物流 点に関する現在の問題意識 n=61  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品製造業の物流 点に関する今後の問題意識 n=61  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品製造業の物流 点に関する今後の取組意向 n=61  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品製造業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=61  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品製造業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=61  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 21% 51%

物流セン 委託運営費 昇 こ 20% 56%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 15% 31%

物流 点 新設コス 昇 こ 11% 41%

物流 点 稼働率 こ 7% 26%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン 委託運営費 昇 こ 28% 67%

物流セン フ 支払負担 増大 こ 28% 64%

物流 点 新設コス 昇 こ 21% 54%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 18% 61%

物流 点 稼働率 こ 11% 44%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 16% 48%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 13% 52%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 11% 46%

物流 点を 社 共同利用 こ 10% 36%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 8% 31%

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 7% 38%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 3% 39%

製配 連携 取組
貴社 物流 点を減 し 物流機能を卸売業 代替し うこ 5% 36%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人件費 昇 こ 11% 46%

物流 点 作業人員を確保 いこ 11% 33%

物流 点 作業効率 こ 10% 38%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人員を確保 いこ 23% 61%

物流 点 作業人件費 昇 こ 21% 69%

物流 点 作業効率 こ 15% 59%

容
今後 年以
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3.2 卸売業の物流 点に関する課題 

食料品卸売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=260  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品卸売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=260  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

食料品卸売業の物流 点に関する今後の取組意向 n=260  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

食料品卸売業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=260  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品卸売業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=260  

 

※ 問 大 問 問 合計  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 23% 57%

物流セン 委託運営費 昇 こ 18% 50%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 16% 62%

物流 点 新設コス 昇 こ 10% 36%

物流 点 稼働率 こ 10% 47%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン フ 支払負担 増大 こ 35% 66%

物流セン 委託運営費 昇 こ 27% 60%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 24% 73%

物流 点 新設コス 昇 こ 19% 51%

物流 点 稼働率 こ 15% 58%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 15% 70%

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 12% 50%

物流 点を 社 共同利用 こ 9% 46%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 8% 41%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 5% 26%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 5% 47%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 5% 37%

製配 連携 取組
貴社 小売業 物流機能を代替し いくこ 7% 38%

貴社汎用セン 店舗配送を 大 こ 6% 36%

貴社 カ 物流機能を代替し いくこ 6% 31%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人件費 昇 こ 15% 63%

物流 点 作業人員を確保 いこ 14% 52%

物流 点 作業効率 こ 11% 57%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人件費 昇 こ 31% 73%

物流 点 作業人員を確保 いこ 30% 68%

物流 点 作業効率 こ 22% 70%

容
今後 年以
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日用品卸売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=119  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品卸売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=119  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品卸売業の物流 点に関する今後の取組意向 n=119  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品卸売業の庫内作業に関する現在の問題意識 n=119  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品卸売業の庫内作業に関する今後の問題意識 n=119  

 

※ 問 大 問 問 合計  

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン フ 支払負担 増大 こ 20% 42%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 14% 39%

物流セン 委託運営費 昇 こ 13% 36%

物流 点 稼働率 こ 8% 38%

物流 点 新設コス 昇 こ 8% 27%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン フ 支払負担 増大 こ 28% 52%

物流セン 委託運営費 昇 こ 24% 45%

物流 点 け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 18% 50%

物流 点 新設コス 昇 こ 18% 39%

物流 点 稼働率 こ 18% 46%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流 点を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 10% 41%

物流 点 け 電力 燃料等使用量を削減 こ 9% 51%

物流 点を 社 共同利用 こ 6% 27%

物流 点を分散化し 輸配送効率を高 こ 5% 22%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 4% 18%

災害 備え 各物流 点 機能を代替 補完 体制を整備 こ 4% 40%

貴社物流 点 機能 運営を物流事業者 外注 こ 3% 27%

製配 連携 取組
貴社 カ 物流機能を代替し いくこ 6% 22%

貴社 小売業 物流機能を代替し いくこ 6% 18%

貴社汎用セン 店舗配送を 大 こ 5% 29%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流 点 作業人件費 昇 こ 14% 45%

物流 点 作業効率 こ 13% 42%

物流 点 作業人員を確保 いこ 12% 38%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流 点 作業人件費 昇 こ 31% 57%

物流 点 作業人員を確保 いこ 27% 54%

物流 点 作業効率 こ 23% 54%

容
今後 年以
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3.3 小売業の物流 点/店舗に関する課題 

 

食料品小売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=144  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品小売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=144  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

食料品小売業の物流 点に関する今後の取組意向 

n=144 製配 連携による取組 n=240  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

食料品小売業の店舗作業に関する現在の問題意識 n=240  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

食料品小売業の店舗作業に関する今後の問題意識 n=240  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン 委託運営費 昇 こ 17% 60%

物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 17% 63%

物流セン 新設コス 昇 こ 14% 56%

物流セン 稼働率 こ 12% 42%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 40% 84%

物流セン 新設コス 昇 こ 38% 78%

物流セン 委託運営費 昇 こ 38% 83%

物流セン 稼働率 こ 19% 66%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流セン を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 26% 66%

物流セン け 電力 燃料等使用量を削減 こ 25% 85%

災害 備え 各物流セン 機能を代替 補完 体制を整備 こ 17% 68%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 16% 61%

物流セン を分散化し 輸配送効率を高 こ 9% 33%

貴社物流セン 機能 運営を物流事業者 外注 こ 8% 53%

物流セン を 社 共同利用 こ 7% 47%

製配 連携 取組
卸売業汎用セン 店舗配送を 大 こ 4% 28%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

店舗 人員を確保 いこ 30% 83%

店舗 人件費 昇 こ 24% 76%

店舗 作業効率 こ 18% 70%

容
現在

重大 問題 問題 ※
店舗 人員を確保 いこ 62% 88%

店舗 人件費 昇 こ 53% 86%

店舗 作業効率 こ 38% 80%

容
今後 年以
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日用品小売業の物流 点に関する現在の問題意識 n=35  

 

※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品小売業の物流 点に関する今後の問題意識 n=35  

 
※ 問 大 問 問 合計  

 

日用品小売業の物流 点に関する今後の取組意向 

n=35 製配 連携による取組 n=69  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品小売業の店舗作業に関する現在の問題意識 n=69  

 
※ 問 い 大 問 い 問 い 合計  

 

日用品小売業の店舗作業に関する今後の問題意識 n=69  

 

※ 問 大 問 問 合計  

 

 

  

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

物流セン 委託運営費 昇 こ 17% 51%

物流セン 新設コス 昇 こ 6% 37%

物流セン 稼働率 こ 6% 40%

物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 3% 43%

容
現在

重大 問題 問題 ※
物流セン 委託運営費 昇 こ 26% 69%

物流セン 新設コス 昇 こ 14% 57%

物流セン 稼働率 こ 14% 49%

物流セン け 電力 燃料等使用コス 増大 こ 11% 69%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

貴社物流セン 機能 運営を物流事業者 外注 こ 17% 34%

物流セン を分散化し 輸配送効率を高 こ 14% 23%

物流セン を 社 共同利用 こ 14% 43%

マ ハン機器 利用を 大し 機械化 自動化を図 こ 11% 40%

物流セン け 電力 燃料等使用量を削減 こ 11% 54%

災害 備え 各物流セン 機能を代替 補完 体制を整備 こ 11% 46%

物流セン を集約化し 在庫効率 点運用効率を高 こ 9% 40%

製配 連携 取組
卸売業汎用セン 店舗配送を 大 こ 3% 41%

容
今後 年以

重大 問題
っ い

問題 っ い ※

店舗 人件費 昇 こ 19% 68%

店舗 人員を確保 いこ 16% 68%

店舗 作業効率 こ 9% 58%

容
現在

重大 問題 問題 ※
店舗 人員を確保 いこ 39% 78%

店舗 人件費 昇 こ 35% 80%

店舗 作業効率 こ 28% 71%

容
今後 年以
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物流標準化に関する課題 

4.1 製造業の物流標準化に関する課題 

食料品製造業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=142 ※1 n=67 ※2 n=119  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品製造業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=61 ※1 n=21 ※2 n=40  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

4.2 卸売業の物流標準化に関する課題 

食料品卸売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=260 ※1 n=99 ※2 n=191  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品卸売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=119 ※1 n=39 ※2 n=63  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 6% 46%

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 5% 49%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 4% 43%

※ 標準 利用を徹底 こ 1% 33%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 18% 61%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ - 33%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ - 31%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ - 30%

※ 標準 利用を徹底 こ - 19%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 20% 58%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 5% 37%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 5% 36%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 4% 34%

※ 標準 利用を徹底 こ 3% 28%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 8% 64%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 3% 25%

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 3% 25%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 3% 27%

※ 標準 利用を徹底 こ - 8%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 5% 48%

容
今後 年以
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4.3 小売業の物流標準化に関する課題 

食料品小売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=240 ※1 n=136 ※2 n=139  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品小売業の物流標準化に関する今後の取組意向 

n=69 ※1 n=38 ※2 n=46  

 

※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 4% 43%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 3% 39%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 3% 39%

※ 標準 利用を徹底 こ 9% 63%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 10% 62%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

物流共同化 向け 入力情報項目を標準化 こ 3% 36%

物流共同化 向け 届け先コ を標準化 こ 1% 32%

物流共同化 向け 輸送 を標準化 こ 1% 30%

※ 標準 利用を徹底 こ 3% 26%

※ 標準パ ッ 利用を徹底 こ 2% 39%

容
今後 年以
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情報連携に関する課題 

5.1 製造業の情報連携に関する課題 

食料品製造業の情報連携に関する今後の取組意向 n=142  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品製造業の情報連携に関する今後の取組意向 n=61  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

 

5.2 卸売業の情報連携に関する課題 

食料品卸売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=260  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品卸売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=119  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

 

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 特売発注量を早期 確定 こ 32% 82%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 27% 80%

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 21% 79%

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 19% 80%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 19% 80%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 15% 73%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 30% 67%

売先 特売発注量を早期 確定 こ 28% 69%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 28% 70%

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 21% 67%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 20% 57%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 18% 64%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 22% 77%

売先 特売発注量を早期 確定 こ 21% 80%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 20% 77%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 14% 72%

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 13% 69%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 12% 63%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

売先 特売発注量を早期 確定 こ 19% 67%

売先 商品カッ 情報を早期 入手 こ 18% 67%

売先 新製品発注量を早期 確定 こ 17% 66%

売先 売計画情報を入手し 物流効率化 活用 こ 10% 54%

売先 売実績情報を入手し 物流効率化 活用 こ 9% 58%

売先 在庫情報を入手し 物流効率化 活用 こ 8% 52%

容
今後 年以
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5.3 小売業の情報連携に関する課題 

 

食料品小売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=240  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

日用品小売業の情報連携に関する今後の取組意向 n=69  

 
※ 実施 い 点政策 実施 い 実施 い 合計  

 

  

重点政策 し
実施したい

実施したい※

入先 対し 自社 特売発注量を早期 確定 こ 15% 72%

入先 自社 売計画情報を提供し 物流効率化 活用 こ 14% 62%

入先 自社 在庫情報し 物流効率化 活用 こ 14% 57%

入先 対し 自社 商品カッ 情報を早期 提供 こ 13% 69%

入先 自社 売実績情報を提供し 物流効率化 活用 こ 12% 58%

入先 対し 自社 新製品発注量を早期 確定 こ 11% 67%

容
今後 年以

重点政策 し
実施したい

実施したい※

入先 対し 自社 商品カッ 情報を早期 提供 こ 7% 58%

入先 対し 自社 特売発注量を早期 確定 こ 6% 61%

入先 対し 自社 新製品発注量を早期 確定 こ 6% 58%

入先 自社 売実績情報を提供し 物流効率化 活用 こ 4% 49%

入先 自社 在庫情報し 物流効率化 活用 こ 3% 49%

入先 自社 売計画情報を提供し 物流効率化 活用 こ 1% 52%

容
今後 年以
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参考  アンケ ト調査票 

製造業向 調査票  
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卸売業向 調査票  
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売業向 ン  
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